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Ⅰ．共通事項（全ての選抜に共通） 

１．入学者選抜要項及び学生募集要項について 

(1) 「入学者選抜要項」は，令和７(2025)年７月時点における令和８(2026)年度入学者選抜にかかる基本的な

事項を記載したものです。それぞれの選抜の詳細は「学生募集要項」に記載されます。学生募集要項の公表

予定時期は「４．入試等にかかる日程」を参照してください。

なお，学生募集要項は本学「学部入試情報サイト」（「６．ウェブサイト等での情報提供・お問い合わせに

ついて」参照）に掲載し，紙媒体の発行はありません。

(2)この入学者選抜要項では，「個別学力検査等」を「東京学芸大学入学試験」と表記しています。

(3)この入学者選抜要項では，教育学部の各課程における「専攻」を「類」で表記している場合があります。

課程 専攻 類 

学校教育教員養成課程

初等教育専攻 Ａ類 

中等教育専攻 Ｂ類 

特別支援教育専攻 Ｃ類 

養護教育専攻 Ｄ類 

教育支援課程 教育支援専攻 Ｅ類 

(4)学生募集要項にはそれぞれの選抜試験の詳細及び出願手続等の詳細が記載されます。

２．受験に際して配慮を必要とする志願者の事前相談 

(1) 障がいがある等の理由で，受験上及び修学上の配慮を必要とする志願者もしくは不安を感じる志願者は，

各選抜の学生募集要項公表後，事前相談締切日までに「事前相談申出書」を提出し，あらかじめ本学と相談

のうえ出願してください。また，相談内容によっては対応に時間を要することがあります。締切日以降の相

談についても引き続き配慮検討の対象となりますが，事前準備の都合上，相談の時期が遅くなるほど実際に

提供できる受験上の配慮が限定される場合がありますので，余裕をもって相談してください。

なお，複数の選抜・日程に出願する場合は，そのすべてに対して相談を行ってください。 

(2) 障がい等のある志願者が，選抜の際に不利に扱われることはありません。

(3)「事前相談申出書」（様式任意）には次の内容を記載し，診断書等の関係書類を添付してください。

(4) お問い合わせ先，申請書類提出先（郵送）は「東京学芸大学 入試課学部入試係」です。

(5) 相談締切日は，「４．入試等にかかる日程」を参照してください。また，相談に対しての回答は各選抜の

出願手続期間開始までに郵送により行います。

① 志願する選抜区分及び日程，志願先（類，コース・プログラム）

② 障がい等の種類・程度

③ 受験上及び修学上の配慮を希望する事項

④ 高等学校（中等教育学校等を含む）でとられていた特別措置

⑤ 日常生活の状況

⑥ その他参考となる事項

⑦ 申請者の連絡先（住所，電話番号，メールアドレス等）※申請内容について把握している者

※ 一般選抜志願者は，申出書に加えて「大学入学共通テスト受験上の配慮事項決定通知書」のコピーを添付。
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Ⅰ．共通事項（全ての選抜に共通） 

３．出願手続について 

本学ではインターネット出願を導入しています。これについて，下記のことに留意してください。 

(1) 本学での出願手続は，「インターネット出願登録・検定料の支払い」及び「出願書類の郵送」の２段階に

より行います。出願手続期間・時間内にこの２段階の両方を完了しない場合は「出願」をしたことにはなり

ません。出願資格や志願先等によっては書類の準備に時間を要する場合がありますので，出願手続期間・時

間内にスムーズに出願手続を行えるよう，余裕をもって準備してください（出願手続期間・時間及び出願書

類の詳細は，各選抜の「学生募集要項」に掲載します）。

(2) 学生募集要項及び出願書類所定用紙は冊子（紙媒体）での発行はせず，「学部入試情報サイト」でＰＤＦ

形式ファイルにより掲載します。

なお，紙媒体を希望する場合は，テレメールによる配送サービス（有料）をご利用ください。 

(3) インターネット環境が無い等の理由でインターネット出願が行えない場合は，各選抜の学生募集要項公表

後，できるだけ早い時期に入試課学部入試係（042-329-7204）まで相談してください。出願手続期間開始後

の申し出では配慮が困難な場合があります。

(4) 学生募集要項（出願書類の所定様式を含む）及びインターネット出願サイトのリンクは「学部入試情報サ

イト」に掲載しますので，必ず当ウェブサイト内からアクセスしてください。本学が管理していない外部サ

イトに掲載されたリンク等からアクセスしたことにより志願者等が不利益（正確な情報が得られない，個人

情報を詐取される等）を被っても，本学では一切責任を負いません。 

出願手続についての詳細は各選抜の「学生募集要項」に掲載しますが，今後変更する場合があります。学生募

集要項公表後に変更等周知すべきことが生じた場合は「学部入試情報サイト」でお知らせしますので，随時確

認してください。 

４．入試等にかかる日程 

学生募集要項 

公表

事前相談 

締切日

出願手続期間
試験期日 合格者発表

入学手続期日 

（最終日） 出願登録期間 出願期間

国際バカロレア選抜 2025 年 

８月上旬
９月１日

９月 24 日 

～10 月７日

10 月１日 

～10 月７日 11 月 20 日 

11 月 21 日 
12 月４日 12 月 15 日 

総 合 型 選 抜 

学 校 推 薦 型 選 抜 
2025 年 

９月上旬 
10 月１日 

10 月 25 日 

～11 月５日 

11 月１日 

～11 月５日 

帰 国 生 選 抜 2025 年 

10 月上旬
11 月 25 日

12 月９日 

～12 月 18 日

12 月 16 日 

～12 月 18 日

2026 年 

２月 25 日 

２月 26 日

３月６日 ３月 15 日 私費外国人留学生選抜 

一般選抜
前期日程 2025 年 

11 月上旬
12 月 19 日

１月 23 日 

～２月４日 

１月 26 日 

～２月４日後期日程 ３月 12 日 ３月 20 日 ３月 27 日 

選抜区分・日程 

事項 
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Ⅰ．共通事項（全ての選抜に共通） 

５．出願書類作成における生成 AI の利用について 

 

本学では以下のとおり注意喚起を行っておりますので，出願書類作成に当たっては，本文の主旨を踏まえて

生成 AI を利用しないようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生募集要項及びインターネット出願サイトのＵＲＬ等については，す

べて「学部入試情報サイト」に掲載します。 

《https://www.u-gakugei.ac.jp/nyushi/gakubu/index.html》 

  

受験生の皆さんへ 

「入学希望理由書（総合型選抜）」「志願理由及び活動報告書（総合型選抜を除く全選抜）」やその

他出願書類を作成する際，「ChatGPT」などの生成 AI を利用しないでください。 

本学では，皆さんのそれぞれの思いや考え方に基づいた文章を記載していただきたいと考えてい

ます。生成 AI は便利なツールではありますが，自分の言葉で考えを表現することが大切です。生成

AI を利用せず，自分自身の言葉で志望理由や目標を記載してください。 
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Ⅰ．共通事項（全ての選抜に共通） 

 

６．ウェブサイト等での情報提供・お問い合わせについて 

 

(1)  本学では公式ウェブサイト等で随時情報提供を行っています。公式ウェブサイトのほか，入学試験に関す

る情報については主に「学部入試情報サイト」に掲載しています。通常の情報提供に加え，入学者選抜要項

の内容に変更が生じた場合や，その他周知すべきことが生じた場合には「学部入試情報サイト」でお知らせ

しますので，随時確認してください。 

 なお，災害等により公式ウェブサイト及び学部入試情報サイトの更新や閲覧ができなくなった場合，「臨

時公式ウェブサイト」や「X（旧 Twitter）」にて情報提供を行う場合があります。また，このような状況とな

った場合，学部入試情報サイトに掲載している入学者選抜要項や学生募集要項の閲覧に支障が生じる場合が

ありますので，ＰＣ，スマートフォン等へのダウンロード又は印刷をしておくことを推奨します。 

 

  公式ウェブサイト ➔ https://www.u-gakugei.ac.jp/ 
 

  学部入試情報サイト ➔ https://www.u-gakugei.ac.jp/nyushi/gakubu/index.html  

  公式 X（旧 Twitter） ➔ https://x.com/TokyoGakugei  

  臨時公式ウェブサイト ➔ https://sites.google.com/site/gakugeiweb/  

 

(2)  東京学芸大学入学試験についての問い合わせ，各種申請書等の郵送先はすべて下記のとおりです。 

 

国立大学法人東京学芸大学 学務部入試課学部入試係 

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町４丁目１番１号 

電話：042-329-7204 

 

 （注１）入試課では「入学試験に関する内容」以外の問い合わせ等には応じかねます。 

 （注２）入学試験についての問い合わせは「受験に際して配慮を必要とする志願者の事前相談」を除き，原則として志願

者本人が行ってください。 

 （注３）電話による問い合わせの受付時間は休日（土曜日・日曜日・国民の祝日）及び大学が定める休業日を除く日の９

時から 12 時及び 13 時から 17 時です。問い合わせへの回答には時間を要する場合があるので，時間的・期間的余

裕をもって問い合わせてください。なお，入学試験や各種手続等が休日に行われる場合は，当該業務及びそれに関

連する問い合わせ対応のみを行います。 
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Ⅱ．東京学芸大学教育学部 アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 

【教育学部共通】 

 

東京学芸大学は，豊かな教養と広い視野をもち，教育の諸課題や人間の発達についての深い理解と，専

門的な学識・技能をもって，社会のさまざまな分野で教育的，協働的な実践を進めることができ，未来を

切り拓くことができる「有為の教育者」を志す人を求めています。 

 

このため，本学では学生が次のような目標をもって，大学の講義や演習，実習（教育実習等），実験や自

主ゼミナールに意欲的に取り組み，更にサークル活動，インターンシップ，ボランティア活動，海外や実

社会での各種の体験活動等を通して，有意義で密度の濃い大学生活を送ることを期待します。 

 

１．深い教養と豊かな知識を身に付け，知的な創造力や探究心を磨き，教科等の専門的な学びを深める

こと 

２．子どもに対する愛情と教える喜びを育むこと 

３．社会の変化や多様な教育課題に関心を持ち，学校や社会をより良く変革する力を育むこと 

４．柔軟な感性と豊かなコミュニケーション能力，他者と協働する力や困難な諸課題にしなやかに対応

する力を育むこと 

５．共生社会の実現に貢献し，国際的視野を身に付けること 

 

本学は「有為の教育者」として直接に人間とかかわる人材を養成することから，入学者に対しては，特

に，教師や教育支援人材への志望意欲を有していることを求めています。その上で，以下に述べるような

各課程・専攻の教育内容に関わる学修を高等学校段階までに達成しているのみならず，多様な人々との豊

富な相互交流の経験を有していることを期待しています。 

 

本学は，一般選抜（前期日程），一般選抜（後期日程），学校推薦型選抜，総合型選抜等の方法で入学者

の選抜を行います。 

 

一般選抜（前期日程）では，大学入学共通テストを利用し，教育者を目指すにあたり基礎的な学習到達

度を評価するとともに，教師又は教育支援人材への意欲・適性及び各課程・専攻・コースに必要とされる

知識・技能及び思考力・判断力・表現力等や主体的に学習に取り組む態度を学科試験や実技試験，面接や

小論文により評価します。 

 

また，一般選抜（後期日程）では，前期日程同様大学入学共通テストを利用し，教育者を目指すにあた

り基礎的な学習到達度を評価するとともに，教師又は教育支援人材への意欲・適性及び各課程・専攻・コ

ースに必要とされる知識・技能及び思考力・判断力・表現力等や主体的に学習に取り組む態度を面接や小

論文，実技試験により評価します。 

 

学校推薦型選抜では，各課程・専攻・コースにおいて面接や小論文，実技試験を行い，教育者になる強

い意欲を有するかを評価するとともに，各課程・専攻・コースに必要とされる知識・技能及び思考力・判

断力・表現力等や主体的に学習に取り組む態度を有するかを評価します。 

 

総合型選抜では，出願書類と各課程・専攻・コースにおいて行う小論文，適性検査，面接により，学校

の内外を問わず取り組んできた様々な活動により培った資質・能力や，教育者になる強い意欲を有するか

を評価するとともに，各課程・専攻・コースに必要とされる知識・技能及び思考力・判断力・表現力等や

主体的に学習に取り組む態度を有するかを総合的に評価します。 
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Ⅱ．東京学芸大学教育学部 アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 各選抜区分において重視し評価する項目については下表のとおりです。 

（下表に◯が付されていない場合であっても，各項目に対する一定の評価は行います。） 

 

選抜区分等 出題教科・科目等 
教育者に 

なる 
強い意欲 

知識・技能 
思考力・ 
判断力・ 
表現力等 

主体的に 
学習に 

取り組む 
態度 

一 般 選 抜 

出願書類（※１） ◯ ◯ ◯ ◯ 
大学入学共通テスト  ◯ ◯  
個別学力検査  ◯ ◯  
小論文（※２） ◯ ◯ ◯ ◯ 
面接（※２） ◯ ◯ ◯ ◯ 
実技試験（※３）  ◯ ◯  

学校推薦型選抜 

出願書類（※４） ◯ ◯ ◯ ◯ 
小論文 ◯ ◯ ◯ ◯ 
面接 ◯ ◯ ◯ ◯ 
実技試験（※３）  ◯ ◯  

総

合

型

選

抜 

（
※
５
） 

第一次 
選 考 

入学希望理由書 ◯  ◯  
活動報告書   ◯ ◯ 
学修計画書 ◯   ◯ 

第二次 
選 考 

小論文（※６） ◯ ◯ ◯ ◯ 
適性検査（※６）  ◯ ◯ ◯ 
面接 ◯ ◯ ◯ ◯ 

 

（※１）出願書類一式は参考資料とする。ただし，Ｅ類生涯スポーツコースでは専用の様式に基づいた点

数化も併せて行う。 

（※２）各コース・プログラムで，いずれか又は両方を実施する。 

（※３）一部コースで実施する。 

（※４）出願書類一式を面接において参考資料とし，面接に含めて評価する。ただし，Ａ類保健体育コー

スでは専用の様式に基づいた点数化も併せて行う。 

（※５）選考過程の全体で「学校の内外を問わず取り組んできた様々な活動により培った資質・能力」も

評価する。また，出願時に提出する「調査書」は面接において参考資料とし，面接に含めて評価

する。 

（※６）一部コース・プログラムでは，小論文又は適性検査のいずれかを実施する。 

 

この他，帰国生選抜，私費外国人留学生選抜，国際バカロレア選抜など，多様な選抜方法によって，多

様な人材を受け入れることを目指しています。 
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Ⅱ．東京学芸大学教育学部 アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

【学校教育教員養成課程】 

 

〈初等教育専攻（Ａ類）〉 

本専攻は，小学校の全教科等に関する幅広い知識・技能・指導力とともに，特定の教科や横断的領域に

関する専門性をも兼ね備えた小学校の教師，または幼児教育の専門的知識・技能・指導力を備えた幼稚園

の教師の養成を目的としています。 

なお，日本の小学校においては，教科担任制が一部で導入されているものの，基本的に全科担任となっ

ており，また，幼稚園においては，領域を総合的に指導する担任制となっていることから，本専攻の入学

者に対しては，どのコース（プログラム）においても，小学校・幼稚園で扱う教育内容に関連する諸科目

等を高等学校段階まで幅広く学修し，教科等の指導の前提となる知識・技能を満遍なく身に付けているこ

とを期待しています。 

 

〈中等教育専攻（Ｂ類）〉 

本専攻は，中学校・高等学校の教科等に関する高度な専門性と，優れた実践力を兼ね備えた教師を養成

することを目的としています。 

なお，日本の中学校・高等学校においては，基本的に教科ごとの担任制となっていることから，本専攻

の入学者に対しては，それぞれのコースにおいて養成する教師の担当教科等に関連する諸科目を高等学校

段階まで学修し，教科等の指導の前提となる知識・技能を満遍なく身に付けていることを期待しています。 

 

〈特別支援教育専攻（Ｃ類）〉 

本専攻は，特別支援教育全般とともに，聴覚障害，言語障害，知的発達障害，学習障害に関する高い専

門性と優れた実践力を兼ね備えた教育者の養成を目的としています。 

なお，日本の特別支援学校においては，幼稚園，小学校，中学校，高等学校に準ずる教育を施すことか

ら，本専攻の入学者に対しては，それぞれの学校で扱う教育内容に関連する諸科目等を高等学校まで学修

し，教科等の指導の前提となる知識・技能を満遍なく身に付けていることを期待しています。 

 

〈養護教育専攻（Ｄ類）〉 

本専攻は，子どもの多様で複雑な健康課題に対応し，発達段階を踏まえて心とからだの両面から子ども

の健康支援ができる養護教諭の養成を目的としています。 

養護教諭になるには，児童生徒，教職員の実態に即した健康相談や健康教育，保健指導等が実践できる

専門的知識と技術を，大学４年間で身に付ける必要があります。そこで本専攻では，人間の健康や病気を

理解する基礎力として，大学入学までに，特に「生物」と「保健」をしっかり学修して，入学されること

を期待しています。 

 

 

【教育支援課程】 

 

〈教育支援専攻（Ｅ類）〉 

教育をめぐる現在の日本の社会状況は非常に複雑なものとなっています。そのため，学校・家庭・地域

が連携しつつ，教育の営みを幅広く支援していく必要があります。  

本専攻では，教育の基礎知識や教育に関する諸課題についての知識，教育支援の専門知識，ならびに協

働力・ネットワーク力・マネジメント力を習得することを通じて，学校現場と協働して，様々な現代的教

育課題の解決を支援する意欲と能力を備え，自ら考え行動できる教育支援人材を養成します。  

そこで本専攻では，このような教育理念に共鳴するとともに，様々な教育現場をフィールドにして高度

な実践力を身に付け，将来，学校・地域・教育行政・教育関連企業・教育関連ＮＰＯ等の場で教育支援人

材として活躍することに，強い意志と意欲を持って学ぼうとする人を求めています。  

なお，本専攻の入学者に対しては，高等学校段階までの各教科などの基礎的な学力をもとに，教育・人

間・社会・文化・スポーツ・情報などに関する問題や課題に広く関心を寄せ，それらに取り組む意欲や態

度を有していることを期待しています。 
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Ⅲ．教育学部における課程，専攻（類），コース・プログラムの募集人員等 

 

１．入学定員及び募集人員 

 

課
程 

専
攻
（
類
） 

コース・プログラム 

入
学
定
員 

募 集 人 員（注１～４） 

特
別
事
項 

（
注
５
） 

一般選抜 学
校
推
薦
型
選
抜 

総
合
型
選
抜 

帰
国
生
選
抜 

私
費
外
国
人 

留
学
生
選
抜 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

選
抜 

高
大
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
別
入
試 

前
期
日
程 

後
期
日
程 

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程 

初
等
教
育
専
攻
（
Ａ
類
） 

国 語 コ ー ス 80 50 10 20 ― △ △ △ △ ⑦ 

社 会 コ ー ス 70 50 20 ― ― △ △ △ △ ③ 

数 学 コ ー ス 65 50 15 ― ― △ △ △ △ ④ 

理 科 コ ー ス 85 60 10 15 ― △ △ △ △ ⑤ 

音 楽 コ ー ス 25 15 5 ― 5 △ △ ― △  

美 術 コ ー ス 25 15 ―  7* 3 △ △ △ △  

保 健 体 育 コ ー ス 40 30 ― 10* ― △ △ △ △  

家 庭 コ ー ス 15 12 ―  3* ― △ △ △ △ ① 

英 語 コ ー ス 15 8 ― 7 ― △ △ △ △  

現
代
教
育
実
践 

コ
ー
ス 

学校教育プログラム 20 15 5 ― ― △ △ △ △  

学校心理プログラム 20 15 ―  5* ― △ △ △ △  

国際教育プログラム 15 12 ― 3 ― △ △ △ △  

環境教育プログラム 20 17 ― ― 3 △ △ ― △  

ものづくり技術コース 10 7 ― 2 1 △ △ △ △ ② 

幼 児 教 育 コ ー ス 20 16 ―  4* ― △ △ ― △  

（小計） 525 372 65 76 12      

中
等
教
育
専
攻
（
Ｂ
類
） 

国 語 コ ー ス 20 15 ― 5 ― △ △ △ △  

社 会 コ ー ス 25 20 5 ― ― △ △ △ △ ③ 

数 学 コ ー ス 25 20 5 ― ― △ △ △ △ ④ 

理 科 コ ー ス 45 35 5 5 ― △ △ △ △ ⑤ 

音 楽 コ ー ス 20 15 ― ― 5 △ △ ― △  

美 術 コ ー ス 20 12 ―  5* 3 △ △ △ △  

保 健 体 育 コ ー ス 20 12 ―  4* 4 △ △ △ △  

家 庭 コ ー ス 10 8 ― ― 2 △ △ △ △ ① 

技 術 コ ー ス 10 7 ― 2 1 △ △ △ △ ② 

英 語 コ ー ス 15 8 ― 7 ― △ △ △ △  

書 道 コ ー ス 20 16 ― 4 ― △ △ ― △  

情 報 コ ー ス 20 15 ― ― 5 △ △ △ △  

（小計） 250 183 15 32 20      

特 別 支 援 教 育 専 攻 （ Ｃ 類 ） 40 32 ―  8* ― △ △ △ △ ⑥ 

養護教育専攻 

（Ｄ類） 
養 護 教 育 コ ー ス 10 6 ―  4* ― △ △ ― △  

【合計】 825 593 80 120 32      

教

育

支

援

課

程 

教
育
支
援
専
攻
（
Ｅ
類
） 

生涯学習・文化遺産教育コース 35 30 5 ― ― △ △ △ ―  

カウンセリングコース 20 13 ―  7* ― △ △ △ ―  

ソーシャルワークコース 20 18 ― 2 ― △ △ ― ―  

多文化共生教育コース 40 30 10 ― ― △ △ △ ―  

情 報 教 育 コ ー ス 15 10 5 ― ― △ △ △ ―  

表 現 教 育 コ ー ス 20 15 ―  5* ― △ △ ― ―  

生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 35 18 ― ― 17 △ △ △ ―  

【合計】 185 134 20 14 17      

総 計 1,010 727 100 134 49      

 

※ 注記は次ページに記載しています。 
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Ⅲ．教育学部における課程，専攻（類），コース・プログラムの募集人員等 

（注１）帰国生選抜，私費外国人留学生選抜，国際バカロレア選抜，高大接続プログラム特別入試（※）の募集人員「若干

名」は，入学定員に含みます。 

（※）東京学芸大学附属高等学校及び東京学芸大学附属国際中等教育学校からの特別入試。 

（注２）募集人員において「―」は募集なし，「△」は若干名の募集を表します。 

（注３）学校推薦型選抜の募集人員において，無印は選抜単位ごとに１校あたり１名以内，「＊」は選抜単位ごとに１校あた

り２名以内を推薦できる。詳細は，27 ページを確認すること。 

（注４）学校推薦型選抜，総合型選抜の合格者（入学手続者）が募集人員に満たない場合，一般選抜の合格者で補充します。 

（注５）特別事項は「２．類・コース別の特別事項」を参照すること。 

 

２．類・コース別の特別事項 

 

(1) 一般選抜〔前期日程〕において第２志望を認めるコース 

 

  ① Ａ類家庭コース・Ｂ類家庭コースの間 

  Ａ類の志願者はＢ類を第２志望とすることができ，Ｂ類の志願者はＡ類を第２志望とすることができ

ます。 

  ② Ａ類ものづくり技術コース・Ｂ類技術コースの間 

  Ａ類の志願者はＢ類を第２志望とすることができ，Ｂ類の志願者はＡ類を第２志望とすることができ

ます。 

 

(2) 一般選抜〔後期日程〕において第２志望を認めるコース 

 

  ③ Ａ類社会コース・Ｂ類社会コースの間 

  Ａ類の志願者はＢ類を第２志望とすることができ，Ｂ類の志願者はＡ類を第２志望とすることができ

ます。 

  ④ Ａ類数学コース・Ｂ類数学コースの間 

  Ａ類の志願者はＢ類を第２志望とすることができ，Ｂ類の志願者はＡ類を第２志望とすることができ

ます。 

  ⑤ Ａ類理科コース・Ｂ類理科コースの間 

  Ａ類の志願者はＢ類を第２志望とすることができ，Ｂ類の志願者はＡ類を第２志望とすることができ

ます。 

 

（注）(1)及び(2)の第２志望を認めるコース間においては，Ａ・Ｂ両類を合併して選抜を行い，志願先の類を優

先して合格者を決定します。 

 

(3) コースの決定を第２学年進級時に行う専攻 

 

  ⑥ 特別支援教育専攻（Ｃ類） 

  この専攻には「聴覚障害・言語障害系コース」及び「発達障害・学習障害系コース」の２コースがあ

り，コースの決定は第２学年進級時に行います。 

※ 入学者選抜は専攻単位で行います。 

 

(4) サブコースの決定を第２学年進級時に行うコース 

 

  ⑦ Ａ類国語コース 

  このコースには「日本語教育サブコース」があり，サブコースの決定は第２学年進級時に行います。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

 

１．出願資格 

 

大学入学資格を有する者（令和８年３月 31 日までに有する見込みの者を含む）で，かつ，本学が指定する令

和８年度大学入学共通テストで受験を要する教科・科目をすべて受験した者 

 

大学入学資格を有する者とは，次の(1)から(3)のいずれかを満たす者を言います。 

(1)  高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 

(2)  通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（注１） 

(3)  学校教育法施行規則第 150 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる次の①

から⑧のいずれかに該当する者 

①  外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

②  文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した

者 

③  専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以降に修了した者 

④  文部科学大臣の指定した者（注２） 

⑤  高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試験に合格した

者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 26 年文部省令第 13 号）による大学入

学資格検定に合格した者を含む。） 

⑥  学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 90 条第２項の規定により他の大学に入学した者であって，高等学校卒

業程度認定審査規則（令和４年文部科学省令第 18 号）による高等学校卒業程度認定審査に合格した者 

⑦  学校教育法第 90 条第２項の規定により他の大学に入学した者であって，本学において，本学の教育を受けるに

ふさわしい学力があると認めた者（注３） 

⑧  本学において，個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，18 歳

に達した者（注３） 

 

（注１）特別支援学校高等部又は高等専門学校第３学年を修了した者が該当します。 

（注２）外国の大学入学資格である国際バカロレア資格，アビトゥア資格（ドイツ），バカロレア資格（フランス），GCEA 
レベル資格（英国），国際 Aレベル資格（英国），欧州バカロレア資格（欧州連合構成国）のいずれかを有する者， 

国際的な評価団体（WASC，ACSI，NEASC，CIS，Cognia，COBIS）から認定を受けた教育施設に置かれる 12 年

の課程を修了した者等が該当します。＊文部科学大臣が指定する国際的な評価団体は今後追加されることがあり

ます。追加が生じた場合、学部入試情報サイトに掲載しますので，確認してください。 

（注３）上記大学入学資格の(3)⑦又は⑧により出願しようとする者は，事前に個別の入学資格審査を受けなければなら
ないので，以下の要領で申請書類を提出してください。 

入学資格審査要領 
◇提出書類 
 1. 申請書（所定様式：学部入試情報サイトに掲載） 
 2. 卒業（修了）証明書（見込みの場合は見込証明書） 
 3. 調査書又は成績証明書等（出身学校の長が作成し，厳封したもの） 
 4. 出身学校等の教育課程が明らかとなる資料（学則，カリキュラム表，授業時間数一覧など） 
 5. 返信用封筒（長形３号封筒に返送先を明記し，書留速達による返信用郵便切手（890 円分）を貼付） 
 ＊上記 2.～4.の書類については「高等学校の課程に相当する課程以降の学歴に関するものすべて」を提出。 
＊必要に応じて追加で証明書等の提出を求める場合があります。 

◇審査体制・審査方法：本学学部入試委員会において，提出書類等に基づき適正に審査を行います。 
◇提出先：東京学芸大学 学務部入試課学部入試係（郵送のみ） 
◇申請期間 
 第１回（大学入学共通テストに出願する者）… 令和７年８月 20 日（水）～８月 22 日（金）期間内必着 
 第２回（大学入学共通テスト受験後に志望を変えて本学への出願を希望する者） 

… 令和８年１月 20 日（火）～１月 22 日（木）期間内必着 
◇申請方法 
 ・封筒の表に「第○回 入学資格審査申請書類在中」と明記してください。 
 ・申請は郵送（書留速達）としてください。 
◇審査結果の通知 
 本学が定める様式により申請者本人に通知します。本学への入学資格を認定された者は，令和８年度一般選抜の出
願時に認定書のコピー１部が必要となります。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

２．出願期間 

 

令和８(2026)年１月 26 日（月）から同年２月４日（水）まで〔書留速達郵便・期間内必着〕 

ただし，出願期間後に到着した場合は，２月２日以前の発信局消印があり，かつ書留速達郵便により送付さ

れたものに限り受理します。 

 

３．併 願 

 

(1)  志願者は国公立大学について，「前期日程」から１つ，「後期日程」から１つの合計２つの大学・学部（本

学においては課程，専攻，コース・プログラム）に出願することができます。同一日程の併願（「前期－前

期」，「後期－後期」）はできません。ただし，独自日程で試験を実施する公立大学・学部は含まれません。 

(2)  前項(1)については，両日程（前期日程・後期日程）を本学（選抜を実施する課程，専攻，コース・プロ

グラムに限る）とすることができます。 

 

４．選抜方法 

 

 大学入学共通テストと東京学芸大学入学試験の成績及び出願書類を総合して判定します。大学入学共通テス

トの成績では学力の３要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体性を持ち，多様な人々と協働し

つつ学習する態度」）のうち「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」を評価します。東京学芸大学入学試

験の成績では学力の３要素のすべて及び「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価します。出願書類では

主に学力の３要素のうち「主体性を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」及び「教師又は教育支援人材

への意欲・適性」を評価します。 

 なお，大学入学共通テストの各科目等の得点及び合計得点と，東京学芸大学入学試験の各科目等の得点のう

ち，いずれか１つでも本学の定めた基準点（令和８年５月頃に公表予定）に達していない場合は，総合点の如何

にかかわらず不合格とします。また，本学が指定した東京学芸大学入学試験の教科・科目等を１つでも受験し

なかった場合は，選抜の対象から除外します。 

 

５．大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等（共通事項） 

 

(1)  本学では大学入学共通テストの過年度の成績は利用しないので，必ず令和８年度大学入学共通テストを

受験してください。本学が指定する教科・科目を１つでも受験していない者は出願無資格者となります。 

 

(2)  科目名については，次のとおりに省略して表記している箇所があります。 

 

『地理総合，地理探究』→地探，『歴史総合，日本史探究』→日探，『歴史総合，世界史探究』→世探， 

『公共，倫理』→公倫，『公共，政治・経済』→公政経，『地理総合／歴史総合／公共』→地歴公， 

『数学Ⅰ，数学Ａ』→数ⅠＡ，『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』→数ⅡＢＣ 

『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』→理基，物理→物，化学→化，生物→生，地学→地， 

英語→英，ドイツ語→独，フランス語→仏，中国語→中，韓国語→韓 

 

(3)  本学で成績を利用できる大学入学共通テストの教科・科目は下表のとおりとします。志願先によって教

科における利用科目数が異なるので「６．大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等の確認表」で

確認してください。 

 

教科 本学で成績を利用できる科目 備 考 

国語 国語 分野別の成績利用はしません。 

地理歴史 
公民 

地探，日探，世探， 

公倫，公政経，地歴公 

  地歴公は出題範囲から２つを解答すること。これをもっ

て１科目相当の成績として取り扱う（以降の記載はこの

ことを前提とする）。 

  ２科目受験の場合は選択できない科目の組み合わせがあ

るので，大学入学共通テスト受験案内を十分確認のうえ，

間違いのないように科目登録及び選択解答すること。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

 

教科 本学で成績を利用できる科目 備 考 

数学 
① 数ⅠＡ 数学Ⅰは指定外科目です。 

② 数ⅡＢＣ  

理科 理基，物，化，生，地 

  理基は出題範囲から２つを解答すること。これをもって

１科目相当の成績として取り扱う（以降の記載はこのこ

とを前提とする）。 

  ２科目受験の場合でそのうち１科目を理基とする場合，

理基以外の１科目については理基で選択解答した科目と

同一名称を含む科目を不可とする。 

（例）「物理基礎，化学基礎，生物」は可であるが，「物理

基礎，化学基礎，物理」は不可となる。 

外国語 英，独，仏，中，韓 次項(4)を参照すること。 

情報 情報Ⅰ  

 

(4)  「外国語」において「英語」を受験（選択解答）した者は，リーディングとリスニングの両方の成績を

利用します（成績利用時のリーディング及びリスニングの配点比率は１対１とします）。ただし，大学入

試センターの受験上の配慮によりリスニングの受験が免除された場合は，リーディングの成績のみ利用し

所定の配点に換算します。 

 

(5)  「地理歴史，公民」及び「理科」の試験時間において２科目を解答する場合は，解答順に第１解答科

目，第２解答科目とします。 

 

(6)  「地理歴史，公民」及び「理科」において，本学が成績を利用する科目数を超えて受験（選択解答）し

ていた場合の取り扱いは下表のとおりです。ただし，Ｂ類音楽コース及びＢ類美術コースについては(7)

を参照してください。 

 

状 況 取り扱い 

(a) 「地理歴史，公民」から１科目の成績を利

用するところ，２科目を受験 第１解答科目の成績を利用します。 

(b) 「理科」から１科目の成績を利用すると

ころ，２科目を受験 第１解答科目の成績を利用します。 

(c) 「地理歴史，公民」及び「理科」から３科

目の成績を利用するところ，どちらも２

科目の計４科目を受験 

「地理歴史，公民」の第１解答科目，「理科」の第１解答科目の成

績を両方利用し，加えてそれぞれの第２解答科目のうち高得点の

１科目の計３科目の成績を利用します。 

 

(7)  Ｂ類音楽コース及びＢ類美術コースにおいて国語，外国語及び情報を除く教科の成績利用方法について

は，「地理歴史，公民」，「理科」及び「数学①」の中から高得点の３科目の成績を利用します。ただし，

「理科」の成績利用は１科目を上限とするので，２科目を受験していた場合は第１解答科目の成績を利用

します。 

 

(8)  志願先に必要な教科・科目を一見満たしていても，(3)に記載した組み合わせ不可科目で受験していた

場合，「高得点の科目成績を利用できない」又は「科目数不足により出願無資格となる」可能性がありま

す。本学指定外の科目と組み合わせて受験（選択解答）する場合は，解答順に十分に注意してください

（各パターンについては，「６．大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等の確認表」で確認するこ

と）。 

 なお，教科・科目の選択方法についてのご質問には応じますが，個別の問い合わせにより各個人の出願

資格や成績利用科目を保証するものではないことに留意し，必ず志願者本人の理解と責任のもとで，大学

入学共通テストの出願・受験及び本学への出願を行ってください。  
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６．大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等の確認表 

 

 以下に大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等の指定パターンと，その対象となる類・コースを示

します。各教科において本学が指定した科目及び科目数を満たしているかを「確認欄」で確認してください。 

 また，「５．大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等（共通事項）」も併せて確認してください。 

 

パターンⅠ 大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等 
確認欄 

対象の類・コース 教科 科目等 指定科目数 

Ａ類数学 

Ａ類理科 

Ａ類ものづくり技術 

Ｂ類数学 

Ｂ類理科 

Ｂ類技術 

Ｂ類情報 

Ｄ類養護教育 

Ｅ類情報教育 

国語 国語 必須  

地理歴史 

公民 

地探，日探，世探，地歴公（注１）， 

公倫，公政経 
１  

 

理科 理基（注２），物，化，生，地 ２  
 

数学 
① 数ⅠＡ 必須  

② 数ⅡＢＣ 必須  

外国語 
英，独，仏，中，韓 

（英語はリスニング必須） 
１ 

 

情報 情報Ⅰ 必須  

 〔６教科８科目〕  

 
 

  

パターンⅡ 大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等 
確認欄 

対象の類・コース・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 教科 科目等 指定科目数 

Ａ類国語 

Ａ類社会 

Ａ類家庭 

Ａ類英語 

Ａ類現代教育実践 

  学校教育プログラム 

学校心理プログラム 

国際教育プログラム 

Ａ類幼児教育 

Ｂ類国語 

Ｂ類社会 

Ｂ類家庭 

Ｂ類英語 

Ｅ類生涯学習・文化遺産教育 

Ｅ類カウンセリング 

Ｅ類ソーシャルワーク 

Ｅ類多文化共生教育 

Ｅ類表現教育 

国語 国語 必須 
 

地理歴史 

公民 

地探，日探，世探，地歴公（注１）， 

公倫，公政経 
１又は２ 

３ 

 

理科 理基（注２），物，化，生，地 １又は２ 
 

数学 

① 数ⅠＡ 必須 
 

② 数ⅡＢＣ 必須 
 

外国語 
英，独，仏，中，韓 

（英語はリスニング必須） 
１ 

 

情報 情報Ⅰ 必須 
 

 〔６教科８科目又は７教科８科目〕  

 

（注１）地歴公は出題範囲から２つを解答すること。これをもって１科目相当の成績として取り扱う。また，２科目受験

の場合は選択できない科目の組み合わせがあるので，大学入学共通テスト受験案内を十分確認のうえ，間違いのな

いように科目登録及び選択解答すること。 

（注２）理基は出題範囲から２つを解答すること。これをもって１科目相当の成績として取り扱う。また，２科目受験の

場合でそのうち１科目を理基とする場合，理基以外の１科目については理基で選択解答した科目と同一名称を含む

科目を不可とする。 

（例）「物理基礎，化学基礎，生物」は可であるが，「物理基礎，化学基礎，物理」は不可となる。 
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パターンⅢ 大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等 
確認欄 

対象の類・コース・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 教科 科目等 指定科目数 

Ａ類現代教育実践 

  環境教育プログラム 

Ｃ類 

国語 国語 必須  

地理歴史 

公民 

地探，日探，世探，地歴公（注１）， 

公倫，公政経 
１  

 

理科 理基（注２），物，化，生，地 １  
 

数学 
① 数ⅠＡ 必須  

② 数ⅡＢＣ 必須  

外国語 
英，独，仏，中，韓 

（英語はリスニング必須） 
１ 

 

情報 情報Ⅰ 必須  

 〔６教科７科目〕  

    

パターンⅣ 大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等 
確認欄 

対象の類・コース 教科 科目等 指定科目数 

Ａ類音楽 

Ａ類美術 

Ａ類保健体育 

Ｂ類保健体育 

Ｂ類書道 

Ｅ類生涯スポーツ 

国語 国語 必須  

地理歴史 

公民 

地探，日探，世探，地歴公（注１）， 

公倫，公政経 
１  

 

理科 理基（注２），物，化，生，地 １  
 

数学 ① 数ⅠＡ 必須  

外国語 
英，独，仏，中，韓 

（英語はリスニング必須） 
１ 

 

情報 情報Ⅰ 必須  

 〔６教科６科目〕  

    

パターンⅤ 大学入学共通テストで受験を要する教科・科目等 
確認欄 

対象の類・コース 教科 科目等 指定科目数 

Ｂ類音楽 

Ｂ類美術 

国語 国語 必須  

地理歴史 

公民 

地探，日探，世探，地歴公（注１）， 

公倫，公政経 
１又は２ 

３ 

 

理科 理基（注２），物，化，生，地 ０又は１ 
 

数学 ① 数ⅠＡ ０又は１  

外国語 英，独，仏，中，韓 

（英語はリスニング必須） 
１ 

 

情報 情報Ⅰ 必須  

 〔５教科６科目又は６教科６科目〕  

 

（注１）地歴公は出題範囲から２つを解答すること。これをもって１科目相当の成績として取り扱う。また，２科目受験

の場合は選択できない科目の組み合わせがあるので，大学入学共通テスト受験案内を十分確認のうえ，間違いのな

いように科目登録及び選択解答すること。 

（注２）理基は出題範囲から２つを解答すること。これをもって１科目相当の成績として取り扱う。また，２科目受験の

場合でそのうち１科目を理基とする場合，理基以外の１科目については理基で選択解答した科目と同一名称を含む

科目を不可とする。 

（例）「物理基礎，化学基礎，生物」は可であるが，「物理基礎，化学基礎，物理」は不可となる。 

 

 

 
－15－



Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

７．東京学芸大学入学試験の試験期日，出題教科・科目等 

 

(1-1) 試験期日〔前期日程〕 …… 令和８年２月 25 日（水）・２月 26 日（木） 

 

(1-2) 試験日及び実施方法〔前期日程〕 

 

課

程 

類・コース 

（ＰＧ：プログラム） 
試験日 

実施方法（注１） 
摘要 

学力検査等 小論文 実技検査 面 接 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － －  

Ａ 類 社 会 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － －  

Ａ 類 数 学 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － －  

Ａ 類 理 科 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎2 ◎ － －  

Ａ 類 音 楽 コ ー ス ２月 25 日(水) － － ◎2 ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ａ 類 美 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － － ◎ ◎  

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ － 

 
２月 26 日(木) － － － ◎ 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － －  

Ａ 類 英 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ － － ◎ 面接は英語によるものを含む。 

Ａ類現代教育 

実践コース 

学校教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － －  

学校心理ＰＧ ２月 25 日(水) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

国際教育ＰＧ ２月 25 日(水) － － － ◎  

環境教育ＰＧ ２月 25 日(水) ◎1～2 ◎ － －  

Ａ類ものづくり技術コース ２月 25 日(水) － － － ◎ 

面接は口頭試問を含む。作品やそ

れを提示するための資料等の持ち

込みを不可とする。 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － － － ◎ 

面接には幼児教育課題（記述）を

含み，面接における口頭試問で用

いる。 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － －  

Ｂ 類 社 会 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － －  

Ｂ 類 数 学 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － －  

Ｂ 類 理 科 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎2 ◎ － －  

Ｂ 類 音 楽 コ ー ス 
２月 25 日(水) 

２月 26 日(木) 
－ － ◎2 ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ －  

２月 26 日(木) － － － ◎  

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ － 

 
２月 26 日(木) － － － ◎ 

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － －  

Ｂ 類 技 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － － － ◎ 

面接は口頭試問を含む。作品やそ

れを提示するための資料等の持ち

込みを不可とする。 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ － － ◎ 面接は英語によるものを含む。 

Ｂ 類 書 道 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ ◎ －  

Ｂ 類 情 報 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ｃ 類 ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

教
育
支
援
課
程 

Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース ２月 25 日(水) － ◎ － －  

Ｅ類カウンセリングコース ２月 25 日(水) － － － ◎  

Ｅ類ソーシャルワークコース ２月 25 日(水) － ◎ － －  

Ｅ類多文化共生教育コース ２月 25 日(水) － ◎ － －  

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － －  

Ｅ 類 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス ２月 26 日(木) ◎ － － ◎ 学力検査等は「書類」を示す。 

 （注１）◎印は受験が必須であることを，－印は受験を要しないことを表す。◎印に付された数字は課す科目数を示す（記載のないもの

は１教科又は１科目を課すことを示す）。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

(2-1) 試験期日〔後期日程〕 …… 令和８年３月 12 日（木） 

 

(2-2) 試験日及び実施方法〔後期日程〕 

 

課

程 

類・コース 

（ＰＧ：プログラム） 
試験日 

実施方法（注１） 
摘要 

学力検査等 小論文 実技検査 面 接 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ａ 類 社 会 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎  

Ａ 類 数 学 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ａ 類 理 科 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ａ 類 音 楽 コ ー ス ３月 12 日(木) － － ◎ ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ａ 類 現 代 教 育 実 践 コ ー ス 

（ 学 校 教 育 Ｐ Ｇ ） 
３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ｂ 類 社 会 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎  

Ｂ 類 数 学 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

Ｂ 類 理 科 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

教
育
支
援
課
程 

Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース ３月 12 日(木) － － － ◎  

Ｅ類多文化共生教育コース ３月 12 日(木) － － － ◎  

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス ３月 12 日(木) － － － ◎ 面接は口頭試問を含む。 

 （注１）◎印は受験が必須であることを，－印は受験を要しないことを表す。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

(3) 学力検査等の詳細 

 

対象の類・コース 
学力検査の教科・科目等 必須又は 

必要科目数 
摘要 

試験時間 

（予定） 出題教科 出題科目（範囲） 

Ａ類国語コース 

Ｂ類国語コース 

Ｂ類書道コース 

国語 

現代の国語 

言語文化 

論理国語 

文学国語 

国語表現 

古典探究 

必須  120 分 

Ａ類社会コース 

Ｂ類社会コース 

地理歴史 

歴史総合，日本史探究 

歴史総合，世界史探究 

地理総合 １科目 

『歴史総合，日本史探究』，『歴史

総合，世界史探究』，『地理総合』，

『公共』の４科目の中から１科目

を選択する。 

120 分 

公民 公共 

Ａ類数学コース 

Ｂ類数学コース 

Ｂ類情報コース 

Ｅ類情報教育コース 

数学 

数学Ⅰ 

数学Ⅱ 

数学Ⅲ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

数学Ｃ 

必須 

『数学Ａ』は，図形の性質，場合の

数と確率 

『数学Ｂ』は，数列，統計的な推測 

『数学Ｃ』は，ベクトル，平面上の

曲線と複素数平面 

120 分 

Ａ類理科コース 理科 

(a) 

物理基礎 

化学基礎 

生物基礎 

地学基礎 

１ 
計
２
科
目 

(a)・(b)各欄から１科目ずつの計

２科目を選択する。 

ただし，(a)-(b)間において同一名

称を含む科目の選択は不可。 

（例えば『物理基礎』と『物理基

礎，物理』の組み合わせは不可。） 

 120 分 

（２科目計） 

(b) 

物理基礎，物理 

化学基礎，化学 

生物基礎，生物 

地学基礎，地学 

１ 

Ｂ類理科コース 理科 

物理基礎，物理 

化学基礎，化学 

生物基礎，生物 

地学基礎，地学 

 ２科目  
 120 分 

（２科目計） 

Ａ類英語コース 

Ｂ類英語コース 

外国語 

（英語） 

英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

英語コミュニケーションⅢ 

論理・表現Ⅰ 

論理・表現Ⅱ 

論理・表現Ⅲ 

（ディクテーションを含む） 

必須 
試験時間のうち，筆記試験が 90

分，ディクテーションが約 10 分。 
約 120 分 

Ａ類現代教育実践コース 

（環境教育プログラム） 

理科 

物理基礎 

化学基礎 

生物基礎 

地学基礎 

 ２科目 

「理科」又は「地理歴史・公民」の

どちらかを選択する。 

120 分 

（理科の場合

は２科目計） 
地理歴史 

歴史総合，日本史探究 

歴史総合，世界史探究 

地理総合  １科目 

公民 公共 

Ｅ類生涯スポーツコース 書類  必須 

出願時に提出される書類を点数化

する。書類の内容は志望理由，活

動報告，活動報告に記された内容

の証明書等とする。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

８．小論文の概要 

【前期日程】 

 

(1) Ａ類国語コース・Ｂ類国語コース 

 国語教育や日本語教育に関する課題とともにアドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論

述させ，教職への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(2) Ａ類社会コース・Ｂ類社会コース 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，教師への意欲・適性及び主体的に多

様な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(3) Ａ類数学コース・Ｂ類数学コース 

 数学に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的に評価すると

ともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ

態度等も評価する。 

 

(4) Ａ類理科コース・Ｂ類理科コース 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，教師への意欲及び主体的に学習に取

り組む態度等を評価する。 

 

(5) Ａ類家庭コース・Ｂ類家庭コース 

 生活科学分野に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・論理構成力・表現力等を総

合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(6) Ａ類現代教育実践コース（学校教育プログラム） 

 学校内外の教育に関する諸問題についての課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表

現力等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的

に多様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(7) Ａ類現代教育実践コース（環境教育プログラム） 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，課題に対する理解力・分析力を総合

的に評価するとともに，教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(8) Ｂ類書道コース 

 書の文化と理論及び書写・書道教育に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・

表現力等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体

的に多様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(9) Ｃ類（特別支援教育専攻） 

 教育や障がいに関する課題を提示して，論述させ，論理構成力，知識・技能，思考力・判断力・表現力等

を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様

な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(10) Ｄ類養護教育コース 

 社会における健康課題に関する課題を提示して，論述させ，関心の度合いと論理的な思考力・表現力等

を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様

な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

(11) Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース 

 生涯学習・文化遺産教育に関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理構成力・表現力等を総合的

に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材への意欲・適性及び主体性等を評

価する。 

 

(12) Ｅ類ソーシャルワークコース 

 社会福祉に関する論考又は資料を提示して，分析・論述させ，理解力，思考力，表現力等を総合的に評

価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材への意欲・適性及び主体性等を評価す

る。 

 

(13) Ｅ類多文化共生教育コース 

 異文化理解や多文化共生に関する論考又は資料を提示して，分析・論述させ，理解力・思考力・表現力

などを総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材への意欲・適性及び

主体性等を評価する。 

 

(14) Ｅ類表現教育コース 

 芸術作品の表現に関する基礎的知識・理解・洞察力などを問うことにより，志願者それぞれの独創性・

創造性・表現力・思考力の有無を判断するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材へ

の意欲・適性及び主体性等を評価する。 

 

９．実技試験等の内容 

 

実技試験を課す類・コース及び試験科目名称は以下のとおりです。選択問題，選択課題及び選択する管弦

打楽器は希望するものを出願時に登録すること。出願後及び試験場での変更は認めません。 

 

対象の類・コース 科目名称 備考 

Ａ類美術コース 図工・美術実技 選択問題 

Ｂ類美術コース 美術実技 選択問題 

Ａ類保健体育コース 

Ｂ類保健体育コース 
体育実技 

（基礎運動技能テスト） 

複数の基礎的な運動の出来映えを

評価 

Ｂ類書道コース 書道実技  

Ａ類音楽コース 

Ｂ類音楽コース 

共通試験 前期日程のみ 

音楽実技 実技課題を選択 

Ｂ類は前期日程のみ 

 

(1) 図工・美術実技の内容（Ａ類美術コース対象） 

 

選択問題（次の２科目から１つを選択） 

(a) 小論文（２時間，図工・美術教育について出題し，論述させ，基本的な知識・技能，思考力・判断力・表

現力等を総合的に評価する。） 

(b) 鉛筆による静物デッサン（２時間） 

 

(2) 美術実技の内容（Ｂ類美術コース対象） 

 

選択問題（次の２科目から１つを選択） 

(a) 小論文（２時間，美術史について出題し，論述させ，基本的な知識・技能，思考力・判断力・表現力等を

総合的に評価する。） 

(b) 石膏デッサン（４時間，鉛筆又は木炭，併用も可） 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

(3) 体育実技の内容（Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース対象） 

    

基礎運動技能テストを実施する。内容は，ボール運動（バスケットボール，サッカー，バレーボール，ソ

フトボールから２種目），器械運動（＊１）（マット運動，跳び箱運動，鉄棒運動から１種目），陸上運動（走

り幅跳び，ハードル走から１種目）の４種目とする。各運動で実施する種目は全受験者共通とし，当日指

定する。 

 

（＊１）器械運動のマット運動は「伸膝前転」「ロンダート」，跳び箱運動は「頭はね跳び」，鉄棒運動は「逆上がり」

「前方支持回転」「後方支持回転」「後ろ振り跳びひねり下り」とする。 

 

(4) 書道実技の内容（Ｂ類書道コース対象） 

 

科 目 内 容 

書道実技 

（全て必須） 

漢 字 の 書 
創作 ㋐ 書体 …… 楷書，行書（平易な草書を含む） 

㋑ 題材 …… ２字から６字程度の語句 

㋒ 用紙 …… 半紙（33.5cm×24.5cm） 

仮 名 の 書 臨書 用 紙 ……… 半紙（同） 

漢字仮名交じりの書  創作 ㋐ 題材 …… 短歌，俳句など 

㋑ 用紙 …… 小画仙紙半折 1/3（45cm×35cm） 

実 用 の 書 

（ 硬 筆 ） 

 ㋐ 題材 …… 漢字仮名交じり文 

㋑ 用紙 …… 罫線またはマス目，枠線の用紙 

  （注）実技試験に際しては次のものを準備すること。 

大筆（小画仙紙半折用も含む），小筆，硯，墨（固形墨を磨墨して持参するか，市販の液体墨でもよい），文鎮，下敷き（小画仙

紙半折用及び半紙用。ただし，罫線や枠が入ったものは不可），鉛筆，消しゴム，室内靴，外用靴を入れる袋。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

(5) 共通試験の内容（Ａ類音楽コース・Ｂ類音楽コース対象（前期のみ）） 

 

 ㋐ 楽典（高等学校卒業程度の音楽に関する問題を含む，40 分間） 

 ㋑ 聴音（単旋律及び大譜表による４声体和声，録音による音源で実施する） 

 ㋒ 新曲視唱（８小節，予見 30 秒間） 

 

(6-1) 音楽実技の内容（Ａ類音楽コース対象） 

 

① 下表のⅠ・Ⅱのいずれかを選択すること（出願時に登録）。 

② 選択した番号内の試験項目はすべて必須となる（例 Ⅰ選択者…声楽，ピアノが必須）。 

③ 前期・後期日程で課題の内容が異なる項目があるので注意すること。 

④ 楽譜の出版社は特に指定がない場合は不問とする。 

⑤ 暗譜の指定がないものは楽譜の使用を認める。ただし，譜めくりは各自の責任とする。 

 

番号 項目 日程 課題 

Ⅰ 

声楽 前期 

後期 

自由曲を１曲，原語かつ暗譜で歌う（調は自由。Ｂ類の声楽課題曲〔別表１〕から

選んでもよい）。オペラ及びオラトリオのアリアについては原調とする。ただし，通

常歌われている調に関してはその限りではない。自由曲の楽譜は出願時に２部提出

すること（Ｂ類の声楽課題曲から選ぶ場合も同じ）。なお，楽譜は１ページＡ４の大

きさとし，テープ等で製本しないこと。 

ピアノ 

前期 

次の中から任意の１曲を選び，第１楽章を暗譜で演奏する。繰り返しは省略。 

 ・J.Haydn：ソナタ ハ短調 Hob.ⅩⅥ：20 
 ・J.Haydn：ソナタ ハ長調 Hob.ⅩⅥ：50 
 ・W.A.Mozart：ソナタ ハ短調 KV457 
 ・W.A.Mozart：ソナタ ハ長調 KV545 
 ・L.v.Beethoven：ソナタ 第 10 番 ト長調 Op.14-2 
 ・L.v.Beethoven：ソナタ 第 19 番 ト短調 Op.49-1 

後期 
次の作曲家の作品から任意の１曲を暗譜で演奏する。繰り返しは省略。 

（組曲やソナタからの楽章等の抜粋は可。ただし変奏曲の抜粋は認めない。） 

J.S.Bach，J.Haydn，W.A.Mozart，L.v.Beethoven，F.Schubert，F.Mendelssohn 

Ⅱ 

声楽 前期 

後期 Ⅰと同じ。 

ピアノ 
前期 Ⅰ（前期）と同じ。 

後期 Ⅰ（後期）と同じ。 

管弦打楽器 

フルート，クラリネット，ホルン，トランペット，トロンボーン，ユーフォニアム， 
テューバ，ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ，コントラバス，マリンバ 

前期 

後期 

上記の楽器から１つを選択（出願時に申告）し，自由曲を１曲演奏する。繰り返し

は省略し，無伴奏で演奏する。 

※マリンバ選択者は自由曲のみを演奏し，小太鼓基礎奏法は課さない。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

(6-2) 音楽実技の内容（Ｂ類音楽コース対象（前期のみ）） 

 

① 希望する専門分野に応じて，下表のⅠ～Ⅴから１つを選択すること（出願時に登録）。 

（声楽＝Ⅰ，ピアノ＝Ⅱ，管弦打楽器＝Ⅲ，作曲＝Ⅳ，音楽学＝Ⅴ） 

② 選択した番号内の試験項目はすべて必須となる（例 Ⅰ選択者…声楽，ピアノが必須）。 

③ 楽譜の出版社は特に指定がない場合は不問とする。 

④ 暗譜の指定がないものは楽譜の使用を認める。ただし，譜めくりは各自の責任とする。 

 

番号 項目 課題 

Ⅰ 

声楽 

1) 声楽課題曲７曲〔別表１〕のなかから３曲を選び，試験場で監督者から指定され

た１曲を，原語かつ暗譜で歌う。 

2) 声楽課題曲７曲〔別表１〕以外の自由曲１曲を，原語かつ暗譜で歌う（調は自由）。

オペラ及びオラトリオのアリアについては原調とする。ただし，通常歌われてい

る調に関してはその限りではない。自由曲の楽譜は出願時に２部提出すること。

なお，楽譜は１ページＡ４の大きさとし，テープなどで製本しないこと。 

ピアノ 
J.S.Bach：６つの小プレリュード BWV933～938，又はインヴェンションとシンフォ

ニア BWV772～801 より任意の１曲を選び暗譜で演奏する。繰り返しは省略。 

Ⅱ 

ピアノ 
L.v.Beethoven：ピアノソナタ第１番～第 18 番より任意の１曲を選び，第１楽章を暗

譜で演奏する。繰り返しは省略。 

声楽 
声楽課題曲７曲〔別表１〕のなかから２曲を選び，試験場で監督者から指定された１

曲を，原語かつ暗譜で歌う。 

Ⅲ 

管弦打楽器 

フルート，クラリネット，ホルン，トランペット，トロンボーン，ユーフォニアム， 
テューバ，ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ，コントラバス，マリンバ 

上記の楽器から１つを選択（出願時に申告）し，自由曲を１曲演奏する。繰り返しは

省略し，無伴奏で演奏する。 

※マリンバ選択者は自由曲のみを演奏し，小太鼓基礎奏法は課さない。 

ピアノ Ⅰと同じ。 

声楽 Ⅱと同じ。 

Ⅳ 

作曲 

1) 与えられた低音旋律及び高音旋律に４声体和声を作る（転調，転位音を含む）。試

験時間は 90 分。 

2) 自作品（自筆又はコンピュータによる浄書，コピー可）を出願時に提出すること。

形式，演奏形態及び曲数は自由（提出作品についての面接試問を含む）。提出楽譜

は返還しない。 

ピアノ Ⅰと同じ。 

声楽 Ⅱと同じ。 

Ⅴ 

音楽学 
1) 小論文（120 分） 

2) 面接（口頭試問を含む） 

ピアノ Ⅰと同じ。 

声楽 Ⅱと同じ。 
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Ⅳ．一般選抜〔前期日程・後期日程〕 

〔別表１〕Ｂ類の声楽課題曲 

 

① F.Gasparini 
② F.Gasparini 
③ G.Paisiello 
④ L.v.Beethoven 
⑤ F.Schubert 
⑥ 大中 寅二 

⑦ 山田 耕筰 

：Lasciar d'amarti 
：Caro laccio 
：Nel cor più non mi sento 
：Ich liebe dich 
：An die Musik 
：椰子の実 

：かやの木山の 

（ト短調，ヘ短調，ニ短調） 

（ヘ長調，変ホ長調，変ニ長調） 

（ト長調，ヘ長調，変ホ長調） 

（ト長調，ヘ長調，変ホ長調） 

（ニ長調，ハ長調） 

（イ長調，ト長調） 

（ニ長調，ハ長調，変ロ長調） 

1) ①～③は，イタリア歌曲集１（全音楽譜出版社），イタリア古典声楽曲集１（教育芸術社），古典イタリア歌曲集

（カワイ出版）を使用すること。 

2) ⑥は，２番までを演奏すること。 

 

 
－24－



1
0
．

配
点
一

覧
表

 

 

課 程 

類
・
コ
ー
ス
 

（
Ｐ
Ｇ
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
 

日
程
 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
教
科
名
下
の
数
値
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
示
す
配
点
）
(注

１
，
注
２
) 

東
京

学
芸

大
学

入
学

試
験

 
(注

４
) 

国
語
 

地
理
歴
史
 

公
民
 

数
学
 

Ⅰ
Ａ
 

数
学
 

Ⅱ
Ｂ

Ｃ
 

理
科
 

外
国
語
 

(
注
３
) 

情
報
 

計
 

傾
斜
 

配
点
 

教
科
 

学
力
 

検
査
等
 

小
論
文
 

実
技
 

検
査
 

面
接
 

計
 

摘
要
 

2
00
 

各
科
目

10
0 

1
00
 

1
00
 

各
科
目

10
0 

2
00
 

1
00
 

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 

Ａ
類
国
語
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

4
00
 

5
0 

－
 

－
 

4
50
 

 

後
期
 

4
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,2
0
0 

国
語
 

－
 

－
 

－
 

4
50
 

4
50
 

 

Ａ
類
社
会
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

3
00
 

3
0 

－
 

－
 

3
30
 

 

後
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

3
00
 

3
00
 

 

Ａ
類
数
学
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

4
50
 

5
0 

－
 

－
 

5
00
 

 

後
期
 

2
00
 

1
00
 

3
00
 

3
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,4
0
0 

数
学
 

－
 

－
 

－
 

3
50
 

3
50
 

 

Ａ
類
理
科
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

*
40
0 

4
0 

－
 

－
 

4
40
 

理
科

は
各

科
目

2
0
0
 

後
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

4
00
 

4
00
 

 

Ａ
類
音
楽
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

－
 

－
 

*
40
0 

4
0 

4
40
 

実
技

は
音

楽
実

技
2
5
0
，
共

通
試

験
1
5
0
 

後
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

－
 

－
 

2
60
 

4
0 

3
00
 

 

Ａ
類
美
術
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

－
 

－
 

3
50
 

3
5 

3
85
 

 

Ａ
類
保
健
体
育
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

－
 

－
 

2
00
 

2
00
 

4
00
 

 

Ａ
類
家
庭
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

3
00
 

－
 

－
 

3
00
 

 

Ａ
類
英
語
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

4
50
 

－
 

－
 

5
0 

5
00
 

 

Ａ 類 現 代 教 育 実 践 

学
校
教
育
Ｐ
Ｇ
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

3
00
 

－
 

－
 

3
00
 

 

後
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

3
00
 

3
00
 

 

学
校
心
理
Ｐ
Ｇ
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

3
50
 

3
50
 

 

国
際
教
育
Ｐ
Ｇ
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

4
50
 

4
50
 

 

環
境
教
育
Ｐ
Ｇ
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

9
00
 

－
 

*
40
0 

3
0 

－
 

－
 

4
30
 

理
科

の
場

合
は

各
科

目
2
0
0
 

Ａ
類
も
の
づ
く
り
技
術
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
50
 

1
50
 

2
00
 

2
00
 

1
50
 

1
,1
5
0 

数
学

 

情
報
 

－
 

－
 

－
 

4
00
 

4
00
 

 

Ａ
類
幼
児
教
育
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

5
00
 

5
00
 

面
接

（
幼

児
教

育
課

題
を

含
む

）
5
0
0
 

Ｂ
類
国
語
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

1
,2
0
0 

1
00
 

－
 

－
 

1
,3
0
0 

 

Ｂ
類
社
会
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

3
00
 

3
0 

－
 

－
 

3
30
 

 

後
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

3
00
 

3
00
 

 

Ｂ
類
数
学
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,2
0
0 

数
学
 

1
,0
0
0 

1
00
 

－
 

－
 

1
,1
0
0 

 

後
期
 

2
00
 

1
00
 

3
00
 

3
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,4
0
0 

数
学
 

－
 

－
 

－
 

3
50
 

3
50
 

 

Ｂ
類
理
科
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

*
1,
0
00
 

1
00
 

－
 

－
 

1
,1
0
0 

理
科

は
各

科
目

5
0
0
 

後
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

4
00
 

4
00
 

 

Ｂ
類
音
楽
 

前
期
 

3
00
 

(
10
0
) 

(
10
0
) 

(
10
0
) 

－
 

(
10
0
) 

3
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

国
語

 

外
国

語
 

－
 

－
 

*
1,
0
00
 

1
00
 

1
,1
0
0 

実
技

は
音

楽
実

技
7
0
0
，
共

通
試

験
3
0
0
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課 程 

類
・
コ
ー
ス
 

（
Ｐ
Ｇ
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
 

日
程
 

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
教
科
名
下
の
数
値
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
示
す
配
点
）
(注

１
，
注
２
) 

東
京

学
芸

大
学

入
学

試
験

 
(注

４
) 

国
語
 

地
理
歴
史
 

公
民
 

数
学
 

Ⅰ
Ａ
 

数
学
 

Ⅱ
Ｂ

Ｃ
 

理
科
 

外
国
語
 

(
注
３
) 

情
報
 

計
 

傾
斜
 

配
点
 

教
科
 

学
力
 

検
査
等
 

小
論
文
 

実
技
 

検
査
 

面
接
 

計
 

摘
要
 

2
00
 

各
科
目

10
0 

1
00
 

1
00
 

各
科
目

10
0 

2
00
 

1
00
 

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 

Ｂ
類
美
術
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
) 

(
10
0
) 

(
10
0
) 

－
 

(
10
0
) 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

－
 

－
 

5
00
 

2
00
 

7
00
 

 

Ｂ
類
保
健
体
育
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

－
 

－
 

2
00
 

2
00
 

4
00
 

 

Ｂ
類
家
庭
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

3
00
 

－
 

－
 

3
00
 

 

Ｂ
類
技
術
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
50
 

1
50
 

2
00
 

2
00
 

1
50
 

1
,1
5
0 

数
学

 

情
報
 

－
 

－
 

－
 

4
00
 

4
00
 

 

Ｂ
類
英
語
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

3
00
 

1
00
 

1
,1
0
0 

外
国

語
 

5
00
 

－
 

－
 

5
0 

5
50
 

 

Ｂ
類
書
道
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

4
00
 

2
00
 

6
00
 

－
 

1
,2
0
0 

 

Ｂ
類
情
報
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

1
,1
0
0 

情
報
 

4
00
 

－
 

－
 

5
0 

4
50
 

 

Ｃ
類
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

9
00
 

－
 

－
 

1
50
 

－
 

1
50
 

3
00
 

 

Ｄ
類
養
護
教
育
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

3
00
 

－
 

1
00
 

4
00
 

 

教 育 支 援 課 程 

Ｅ
類
生
涯
学
習
 

・
文
化
遺
産
教
育
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

5
00
 

－
 

－
 

5
00
 

 

後
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

3
00
 

3
00
 

 

Ｅ
類
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

－
 

－
 

4
00
 

4
00
 

 

Ｅ
類
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

2
00
 

1
00
 

1
,0
0
0 

－
 

－
 

5
00
 

－
 

－
 

5
00
 

 

Ｅ
類
多
文
化
共
生
教
育
 

前
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

3
00
 

1
00
 

1
,1
0
0 

外
国

語
 

－
 

5
00
 

－
 

－
 

5
00
 

 

後
期
 

2
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

3
00
 

1
00
 

1
,1
0
0 

外
国

語
 

－
 

－
 

－
 

5
00
 

5
00
 

 

Ｅ
類
情
報
教
育
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

1
,1
0
0 

情
報
 

5
00
 

－
 

－
 

5
0 

5
50
 

 

後
期
 

2
00
 

1
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

2
00
 

1
,3
0
0 

数
学

 

情
報
 

－
 

－
 

－
 

3
00
 

3
00
 

 

Ｅ
類
表
現
教
育
 

前
期
 

3
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

1
00
 

1
00
 

(
10
0
-2
0
0)
 

5
00
 

1
00
 

1
,4
0
0 

国
語

 

外
国

語
 

－
 

1
,4
0
0 

－
 

－
 

1
,4
0
0 

 

Ｅ
類
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
 

前
期
 

2
00
 

1
00
 

1
00
 

－
 

1
00
 

2
00
 

1
00
 

8
00
 

－
 

3
00
 

－
 

－
 

3
00
 

6
00
 

学
力

検
査

等
（

書
類

）
3
0
0
 

 （
注
１
）
括
弧
付
き
の
配
点
は
選
択
教
科
・
科
目
を
示
す
。「

(
1
0
0-
20
0
)
」
に
つ
い
て
は
，
１
科
目
選
択
の
場
合
は

1
00
，
２
科
目
選
択
の
場
合
は

2
00

と
す
る
。
 

（
注
２
）
地
理
歴
史
・
公
民
⇒
「
地
理
総
合
，
地
理
探
究
」「

歴
史
総

合
，
日
本
史
探
究
」「

歴
史
総
合
，

世
界
史
探
究
」「

地
理
総
合
／
歴
史

総
合
／
公
共
（
出
題
範
囲
か
ら
２
つ
を
選
択
解
答
）」
「
公
共
，
倫
理

」
 

「
公
共
，
政
治
・
経
済
」
 

 
 
 
 
理
科
⇒
「
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／
生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
（
出
題
範
囲
か
ら
２
つ
を
選
択
解
答
）」
，「

物
理
」
，「

化
学
」
，「

生
物
」，
「
地
学
」

 

（
注
３
）
外
国
語
に
お
い
て
「
英
語
」
を
受
験
し
た
場
合
，
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
1
00

点
満
点
）
と
リ
ス
ニ
ン
グ
（
1
00

点
満
点
）
の
合
計
を
，
配
点
比
率
１
対
１
の
ま
ま
本
表
の
配
点
に
換
算
す
る
。
た
だ
し
，
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
の
受
験
上
の
配
慮
に
よ
り
リ
ス
ニ
ン
グ
の
受
験
が
免
除
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
，
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
得
点
を
本
表
の
配
点
に
換
算
す
る
。
 

（
注
４
）
＊
を
付
し
た
配
点
は
複
数
科
目
の
合
計
配
点
を
示
し
，
そ
の
内
訳
を
摘
要
欄
に
記
載
し
て
い
る
。
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Ⅴ．学校推薦型選抜 
 

 各課程，専攻，コース・プログラムが求める推薦要件を満たし，合格した場合には本学への入学を確約でき

る志願者を，出身学校長の推薦に基づき，大学入学共通テストを免除し，小論文・実技・面接及び推薦書・調

査書等により選抜を行います。 

特に，学校教育教員養成課程の各専攻（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ類）では，将来教員となる強い意欲を有することを

推薦要件とします。 

なお，本学では「学校推薦型選抜」と「総合型選抜」の同時出願（併願）はできません。 

 

１．募集する課程，専攻（類），コース・プログラムの募集人員及び推薦可能人数 

 

課程 専攻（類） コース・プログラム 
募集人員 

（注１） 

推薦可能人数 

（注２） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

初等教育専攻（Ａ類） 

国 語 コ ー ス 20 1 

理 科 コ ー ス 15 1 

美 術 コ ー ス 7 2 

保 健 体 育 コ ー ス 10 2 

家 庭 コ ー ス 3 2 

英 語 コ ー ス 7 1 

現 代 教 育 実 践 コ ー ス 

（ 学 校 心 理 プ ロ グ ラ ム ） 
5 2 

現 代 教 育 実 践 コ ー ス 

（ 国 際 教 育 プ ロ グ ラ ム ） 
3 1 

も の づ く り 技 術 コ ー ス 2 1 

幼 児 教 育 コ ー ス 4 2 

中等教育専攻（Ｂ類） 

国 語 コ ー ス 5 1 

理 科 コ ー ス 5 1 

美 術 コ ー ス 5 2 

保 健 体 育 コ ー ス 4 2 

技 術 コ ー ス 2 1 

英 語 コ ー ス 7 1 

書 道 コ ー ス 4 1 

特 別 支 援 教 育 専 攻 （ Ｃ 類 ） 8 2 

養護教育専攻（Ｄ類） 養 護 教 育 コ ー ス 4 2 

教
育
支
援
課
程

教育支援専攻（Ｅ類） 

カ ウ ン セ リ ン グ コ ー ス 7 2 

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク コ ー ス 2 1 

表 現 教 育 コ ー ス 5 2 

合 計 134 (33) 

（注１）学校推薦型選抜の合格者（入学手続者）が募集人員に満たなかった場合は，一般選抜の合格者で補充します。 

（注２）「推薦可能人数」は，各専攻，コース・プログラムごとに１校あたりから推薦できる者の数を表す。 

（よって，１校からは最大で 33 人まで推薦できることを意味する。） 
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Ⅴ．学校推薦型選抜 

２．出願資格 

 

次の基礎資格及び推薦要件を満たす者で，学校長が優れていると認め，責任をもって推薦できる者。募集す

る専攻，コース・プログラムごとに１校当たりから推薦できる人数は推薦要件中に示す。 

 

(1) 基礎資格 …… 次に示す①から④のいずれかに令和２年４月から令和８年３月までに該当又は該当する見

込みであること。 

① 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

② 特別支援学校の高等部の課程を修了した者 

③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修

了した者 

④ 上記①から③のいずれにも該当しない者で中等教育専攻（Ｂ類）技術コースを志願する者に限り，高等

専門学校の第３学年を修了した者 

 

 

(2) 推薦要件 ……志願する類，コース・プログラムの下表に示す推薦要件をすべて満たし，合格した場合に

は本学への入学を確約できる者であること。 

 

 

課程 類・コース・プログラム 推 薦 要 件 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，国語に関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ａ 類 理 科 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，理科に関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 「物理」「化学」「生物」「地学」のうち少なくとも２つを履修し，その成績が特に優れてい

る者 

4. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ａ 類 美 術 コ ー ス 

1. 人物に優れ，美術に深い関心と能力を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 

3. 美術又は工芸等の科目を履修し，その成績が特に優れている者 

4. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス 

1. 人物に優れ，保健体育に深い関心を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 校内，校外の体育・スポーツ活動に積極的に参加し，優れた実績や能力を有する者 

4. 体育・スポーツ活動を継続しようとする意志が強固である者 

5. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，家庭科に関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 家庭科の成績が特に優れている者 

4. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ａ 類 英 語 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，英語に深い関心を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.3 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ａ類現代教育実践コース 

（学校心理プログラム） 

1. 人物，学力ともに優れ，学校心理学に深い関心を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ａ類現代教育実践コース 

（国際教育プログラム） 

1. 人物，学力ともに優れ，本プログラムに関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 学校の内外を問わず，国際交流活動に参加した経験を有する者あるいは国際交流活動への参加

を計画していた者（※） 

4. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ａ類ものづくり技術コース 

1. 人物，学力ともに優れ，ものづくりと技術に興味があり，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，将来幼稚園教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.3 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，国語に関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 
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Ⅴ．学校推薦型選抜 

課程 類・コース・プログラム 推 薦 要 件 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ｂ 類 理 科 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，理科に関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 「物理」「化学」「生物」「地学」のうち少なくとも２つを履修し，その成績が特に優れてい

る者 

4. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス 

1. 人物に優れ，美術に深い関心と能力を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の芸術及び他のいずれか１教科の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 美術又は工芸等の科目を履修し，その成績が特に優れている者 

4. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 

1. 人物に優れ，保健体育に深い関心を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 校内，校外の体育・スポーツ活動に積極的に参加した者 

4. 「Ｂ類の試験競技一覧」（33 ページ参照）に示した競技・種目において，公式戦に選手として

出場した者あるいはそれに準ずる実績や能力を有する者 

5. 当該競技・種目を継続しようとする意志が強固である者 

6. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ｂ 類 技 術 コ ー ス 

1. 人物に優れ，学習意欲旺盛で，将来中学校（技術科）又は高等学校（工業科）の教員となる強

い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，英語に深い関心を持ち，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.3 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ｂ 類 書 道 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ｃ 類 

1. 人物，学力ともに優れ，特別支援教育への関心が高く，将来教員となる強い意欲を有する者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，子どもの健康への関心が高く，将来養護教諭となる強い意欲を有する

者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

教
育
支
援
課
程 

Ｅ類カウンセリングコース 

1. 人物，学力ともに優れ，本コースに関心のある者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

Ｅ類ソーシャルワークコース 

1. 人物，学力ともに優れ，社会福祉の理論と実践に強い関心のある者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり１名とする 

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス 

1. 人物，学力ともに優れ，本コースに関心のある者 

2. 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上の者 

3. 推薦できる者の数は，１校当たり２名以内とする 

（※）「国際交流活動への参加を計画していた者」について…新型コロナウイルス感染症の流行により，国際交流活動が中止になった等の

理由で参加の実績がない者が該当する。 

 

３．出願期間 

 

 令和７(2025)年 11 月１日（土）から同年 11 月５日（水）まで〔書留速達郵便・期間内必着〕 

 ただし，出願期間後に到着した場合は，11 月３日以前の発信局消印があり，かつ書留速達郵便により送付さ

れたものに限り受理します。 

 

４．選抜方法 

 

 大学入学共通テストを免除し，東京学芸大学入学試験の成績及び出願書類を総合して判定します。東京学芸

大学入学試験の成績では学力の３要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体性を持ち，多様な

人々と協働しつつ学習する態度」）の全て及び「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価します。出願

書類では主に学力の３要素のうち「主体性を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」及び「教師又は教

育支援人材への意欲・適性」を評価します。 

 なお，東京学芸大学入学試験の各科目等の得点のうち，１つでも本学の定めた基準点（令和８年５月頃に公

表予定）に達していない場合は，総合点の如何にかかわらず不合格とします。また，本学が指定した東京学芸

大学入学試験の教科・科目等を１つでも受験しなかった場合は，選抜の対象から除外します。 
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Ⅴ．学校推薦型選抜 

５．東京学芸大学入学試験の試験期日，出題教科・科目等及び配点 
 

(1) 試験期日 …… 令和７年 11 月 20 日（木）【学校推薦型選抜を実施する全てのコース】 

         令和７年 11 月 21 日（金）【Ａ類保健体育コース，Ｂ類保健体育コース】 

(2) 出題教科・科目等及び配点（出題教科・科目等は全て必須，300 点満点） 
 

課程 類・コース・プログラム 試験日 出題教科・科目等 配点 摘要 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 120  

面 接 180 口頭試問を含む。 

Ａ 類 理 科 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 150  

面 接 150 口頭試問を含む。 

Ａ 類 美 術 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小 論 文 100  

図 工 ・ 美 術 実 技 100  

面 接 100  

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
11 月 20 日（木） 

書 類 50 書類について，出願時に提出される書

類を点数化する。書類の内容は志望理

由，活動報告，活動報告に記された内

容の証明書等とする。 

体 育 実 技 50 

小 論 文 100 

11 月 21 日（金） 面 接 100 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 200  

面 接 100  

Ａ 類 英 語 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 200 英語によるものを含む。 

面 接 100 英語によるものを含む。 

Ａ類現代教育実践コース 

（学校心理プログラム） 
11 月 20 日（木） 

小 論 文 100  

面 接 200  

Ａ類現代教育実践コース 

（国際教育プログラム） 
11 月 20 日（木） 

小 論 文 100  

面 接 200  

Ａ類ものづくり技術コース 11 月 20 日（木） 
小 論 文 150 作品やそれを提示するための資料等の

持ち込み不可。面接は口頭試問を含む。 面 接 150 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 100  

面 接 200 ディスカッションを含む。 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 120  

面 接 180 口頭試問を含む。 

Ｂ 類 理 科 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 150  

面 接 150 口頭試問を含む。 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小 論 文 100  

美 術 実 技 100  

面 接 100  

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
11 月 20 日（木） 

体 育 実 技 100  

小 論 文 100  

11 月 21 日（金） 面 接 100  

Ｂ 類 技 術 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 150 作品やそれを提示するための資料等の

持ち込み不可。面接は口頭試問を含む。 面 接 150 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 200 英語によるものを含む。 

面 接 100 英語によるものを含む。 

Ｂ 類 書 道 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小 論 文 100  

書道実技・書道理論 100  

面 接 100  

Ｃ 類 11 月 20 日（木） 
小 論 文 150  

面 接 150  

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 150  

面 接 150  

教
育
支
援
課
程 

Ｅ類カウンセリングコース 11 月 20 日（木） 
小 論 文 100  

面 接 200  

Ｅ類ソーシャルワークコース 11 月 20 日（木） 
小 論 文 200  

面 接 100  

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小 論 文 100  

面 接 200  
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Ⅴ．学校推薦型選抜 

６．小論文の概要 

 

(1) Ａ類国語コース・Ｂ類国語コース 

 国語教育や日本語教育に関する課題とともにアドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論

述させ，教職への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(2) Ａ類理科コース・Ｂ類理科コース 

 理科に関する課題を提示して，論述させ，知識・理解力・論理的思考力・表現力等を総合的に評価する

とともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲及び主体的に学習に取り組む態度等を評価す

る。 

 

(3) Ａ類美術コース・Ｂ類美術コース 

 図画工作・美術科に関わる課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合

的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(4) Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース 

 保健体育に関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理的な思考力・基礎的な学力等を総合的に評

価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働

して学ぶ態度等を評価する。 

 

(5) Ａ類家庭コース 

 生活科学分野に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・論理構成力・表現力等を総

合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(6) Ａ類英語コース・Ｂ類英語コース 

 言語・社会・文化・教育などの諸相に関する課題を提示して，論述させる（英語によるものを含む）。

理解力・分析力・論理構成力・表現力等をみる。知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的に評価

するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働し

て学ぶ態度等も評価する。 

 

(7) Ａ類現代教育実践コース（学校心理プログラム） 

 子どもや学校の問題に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総

合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教員への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(8) Ａ類現代教育実践コース（国際教育プログラム） 

 国際教育に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的に評価

するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働し

て学ぶ態度等も評価する。 

 

(9) Ａ類ものづくり技術コース・Ｂ類技術コース 

 ものづくり・技術・科学・それらに関連する教育についての課題を提示して，論述させ，知識・技能，

思考力・判断力・表現力等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意

欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(10) Ａ類幼児教育コース 

 幼児教育に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的に評価

するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働し

て学ぶ態度等も評価する。 
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Ⅴ．学校推薦型選抜 

(11) Ｂ類書道コース 

 書写・書道教育に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的

に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と

協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(12) Ｃ類 

 教育や障がいに関する課題を提示して，論述させ，論理構成力，知識・技能，思考力・判断力・表現力

等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多

様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(13) Ｄ類養護教育コース 

 社会における健康課題に関する課題を提示して，論述させ，関心の度合いと論理的な思考力・表現力等

を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様

な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(14) Ｅ類カウンセリングコース 

 学校内外の諸問題について論述させ，論理的構成力・表現力などを総合的に評価する。 

 

(15) Ｅ類ソーシャルワークコース 

 社会福祉に関する課題等を提示して，論述させ，知識，思考力，表現力等を総合的に評価するととも

に，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材への意欲・適性及び主体性等を評価する。 

 

(16) Ｅ類表現教育コース 

 芸術作品の表現に関する基礎的知識・理解・洞察力などを問うことにより，志願者それぞれの独創性・

創造性・表現力・思考力の有無を判断するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材へ

の意欲・適性及び主体性等を評価する。 
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Ⅴ．学校推薦型選抜 

７．実技試験等の内容 

 

(1) 図工・美術実技の内容（Ａ類美術コース対象） 

 

鉛筆による静物デッサン（２時間） 

 

(2) 美術実技の内容（Ｂ類美術コース対象） 

 

石膏デッサン（２時間） 

〔鉛筆又は木炭，併用も可〕 

 

(3) 体育実技の内容（Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース対象） 

 

 【Ａ類保健体育コース】 

基礎運動技能テストを実施する。出願書類の「競技成績証明書」の「専門競技・種目」とは別の競技

を，下表の「Ａ類の試験競技一覧（個人競技）」から１競技，「Ａ類の試験競技一覧（チーム競技）」から

１競技の合計２競技を選択すること。 

Ａ類の試験競技一覧 

個人競技（＊１） 陸上競技（50m ハードル），器械運動（マット運動：伸膝前転，側方倒立回転，伸膝後転） 

チーム競技 バスケットボール，サッカー，バレーボール，ソフトボール 

（＊１）専門競技が陸上競技の者は器械運動を，器械運動の者は陸上競技を選択すること。 

 

 【Ｂ類保健体育コース】 

Ｂ類の試験競技一覧（１競技を選択すること。） 

陸上競技（＊１），競泳（100m 個人メドレー）（＊２），バレーボール（男子），サッカー（男子），ソフトボール（女

子），剣道，柔道，ラグビー，体操競技（男子６種目，女子４種目） 

 

（＊１）陸上競技は，次の「陸上競技種目一覧」から１種目を選択すること。 

陸上競技種目一覧 

100m 走，400m 走，800m 走，1500m 走，1500m 競歩，走り幅跳び，走り高跳び，三段跳び，棒高跳び，砲丸投げ，円

盤投げ，やり投げ，男子 55m ハードル走（110m ハードル走に準じる），女子 50m ハードル走（100m ハードル走に準

じる） 

  （＊２）競泳の推薦要件として認められる種目は個人メドレー，自由形，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライのいずれか

（リレーを含む。距離は問わない）とし，それ以外は認めない。 

 

(4) 書道実技・書道理論の内容（Ｂ類書道コース対象） 

 

科 目 項 目 内 容 

書道実技・ 

書道理論 

（全て必須） 

書道実技 

漢 字 の 書 臨書 用 紙 ……… 半紙（33.5cm×24.5cm） 

仮 名 の 書 臨書 用 紙 ……… 半紙（同） 

漢字仮名交じりの書 創作 ㋐ 題材 …… 短歌，俳句など 

㋑ 用紙 …… 小画仙紙全紙 1/3（45cm×70cm） 

書道理論 日本・中国書道史，書道理論（例：書道用語）等 

  （注）実技試験に際しては次のものを準備すること。 

大筆（小画仙紙全紙 1/3 用も含む），小筆，硯，墨（固形墨を磨墨して持参するか，市販の液体墨でもよい），文鎮，下敷き

（小画仙紙全紙 1/3 に対応する大きさのもの及び半紙用。ただし，罫線や枠が入ったものは不可）。 
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Ⅵ．総合型選抜 
 

 以下の各専攻・コース・プログラムにおいて，入学志願者の能力・適性や学習に対する意欲，目的意識等を

総合的に評価・判定する「総合型選抜」を実施します。 

「総合型選抜」では，出願書類・小論文・適性検査・面接等によって，本学が求める基礎学力や「知識・技

能」「思考力・判断力・表現力等」「主体性を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」などを評価しつ

つ，卒業後に学校教員（教育支援課程の場合は教育支援職）になるという強い意欲や，そのための適性等も重

視しながら，総合的に判定をします。 

なお，本学では「学校推薦型選抜」と「総合型選抜」の同時出願（併願）はできません。 

 

１．募集する課程，専攻（類），コース・プログラムの募集人員等 

 

課程 専攻（類） コース・プログラム 
募集人員 

（注） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

初等教育専攻（Ａ類） 

音 楽 コ ー ス 5 

美 術 コ ー ス 3 

現 代 教 育 実 践 コ ー ス 

（ 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム ） 
3 

も の づ く り 技 術 コ ー ス 1 

中等教育専攻（Ｂ類） 

音 楽 コ ー ス 5 

美 術 コ ー ス 3 

保 健 体 育 コ ー ス 4 

家 庭 コ ー ス 2 

技 術 コ ー ス 1 

情 報 コ ー ス 5 

教
育
支
援 

課 
 

程 

教育支援専攻（Ｅ類） 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 17 

合 計 49 

（注）総合型選抜の合格者（入学手続者）が募集人員に満たなかった場合は，一般選抜の合格者で補充します。 
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Ⅵ．総合型選抜 

２．出願資格 

 

大学入学資格を有する者（令和８年３月 31 日までに有する見込みの者を含む）で，かつ，出願要件の(1)(2)

の両方に該当する者。 

 

〔出願要件〕 

(1) 卒業後に学校教員（教育支援課程の場合は教育支援職）になるという強い意欲を有している者 

(2) 合格した場合は，本学に入学することを確約できる者 

 

大学入学資格を有する者とは，次の(1)から(3)のいずれかを満たす者を言います。 

(1)  高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者 

(2)  通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（注１） 

(3)  学校教育法施行規則第 150 条の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる次の①

から⑧のいずれかに該当する者 

①  外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

②  文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した

者 

③  専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以降に修了した者 

④  文部科学大臣の指定した者（注２） 

⑤  高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試験に合格した

者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 26 年文部省令第 13 号）による大学入

学資格検定に合格した者を含む。） 

⑥  学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 90 条第２項の規定により他の大学に入学した者であって，高等学校卒

業程度認定審査規則（令和４年文部科学省令第 18 号）による高等学校卒業程度認定審査に合格した者 

⑦  学校教育法第 90 条第２項の規定により他の大学に入学した者であって，本学において，本学の教育を受けるに

ふさわしい学力があると認めた者（注３） 

⑧  本学において，個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，18 歳

に達した者（注３） 

 

（注１）特別支援学校高等部又は高等専門学校第３学年を修了した者が該当します。 

（注２）外国の大学入学資格である国際バカロレア資格，アビトゥア資格（ドイツ），バカロレア資格（フランス）， 

GCEA レベル資格（英国），国際 A レベル資格（英国），欧州バカロレア資格（欧州連合構成国）のいずれかを

有する者，国際的な評価団体（WASC，ACSI，NEASC，CIS，Cognia，COBIS）から認定を受けた教育施設に置

かれる 12 年の課程を修了した者等が該当します。＊文部科学大臣が指定する国際的な評価団体は今後追加され

ることがあります。追加が生じた場合、学部入試情報サイトに掲載しますので，確認してください。 

（注３）上記大学入学資格の(3)⑦又は⑧により出願しようとする者は，事前に個別の入学資格審査を受けなければなら

ないので，以下の要領で申請書類を提出してください。 

入学資格審査要領 
◇提出書類 

 1. 申請書（所定様式：学部入試情報サイトに掲載） 

 2. 卒業（修了）証明書（見込みの場合は見込証明書） 

 3. 調査書又は成績証明書等（出身学校の長が作成し，厳封したもの） 

 4. 出身学校等の教育課程が明らかとなる資料（学則，カリキュラム表，授業時間数一覧など） 

 5. 返信用封筒（長形３号封筒に返送先を明記し，書留速達による返信用郵便切手（890 円分）を貼付） 

＊上記 2.～4.の書類については「高等学校の課程に相当する課程以降の学歴に関するものすべて」を提出。 

＊必要に応じて追加で証明書等の提出を求める場合があります。 

◇審査体制・審査方法：本学学部入試委員会において，提出書類等に基づき適正に審査を行います。 

◇提出先：東京学芸大学 学務部入試課学部入試係（郵送のみ） 

◇申請期間 

 令和７年８月 20日（水）～８月 22日（金）期間内必着 

◇申請方法 

 ・封筒の表に「入学資格審査申請書類在中」と明記してください。 

 ・申請は郵送（書留速達）としてください。 

◇審査結果の通知 

本学が定める様式により申請者本人に通知します。本学への入学資格を認定された者は，令和８年度総合型選抜の出願時に認定

書のコピー１部が必要となります。 
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Ⅵ．総合型選抜 

３．出願期間 

 

令和７(2025)年 10 月１日（水）から同年 10 月７日（火）まで〔書留速達郵便・期間内必着〕 

ただし，出願期間後に到着した場合は，10 月５日以前の発信局消印があり，かつ書留速達郵便により送付さ

れたものに限り受理します。 

 

４．選抜方法 

大学入学共通テストを免除し，第一次選考では出願書類を，第二次選考では東京学芸大学入学試験の成績及

び第一次選考の結果を総合して判定します。出願書類では学力の３要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現

力等」「主体性を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」）のうち「思考力・判断力・表現力等」，「主体性

を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」及び「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価します。

東京学芸大学入学試験の成績では学力の３要素の全て及び「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価し

ます。 

なお，東京学芸大学入学試験の各科目等の得点のうち，１つでも本学の定めた基準点（令和８年５月頃に公

表予定）に達していない場合は，総合点の如何にかかわらず不合格とします。また，本学が指定した東京学芸大

学入学試験の教科・科目等を１つでも受験しなかった場合は，選抜の対象から除外します。 

 

 

(1) 第一次選考 …各出願書類による選考を行います。 

（※）志願者数が本学の第二次選考対応可能人数を上回った場合の対応は以下のとおりです。 

   ・二段階選抜を実施（第一次選考において不合格とする）します。 

   ・第一次選考において不合格となった志願者には，検定料の一部（13,000 円）を返還します。 

 

(2) 第二次選考 …小論文，適性検査，面接等による選考を行います。 

〔「大学入学共通テスト」の成績は利用しません。〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

二段階選抜実施の有無にかかわらず，第一次選考と第二次選考の合計点で合否判定を行います。 

 

（※）志願者数が本学の第二次選考対応可能人数を上回った場合に二段階選抜を実施 

第一次選考 第二次選考 合格 

不合格 不合格 
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Ⅵ．総合型選抜 

５．東京学芸大学入学試験の試験期日，出題教科・科目等及び配点 

 

(1) 試験期日 …… 令和７年 11 月 20 日（木）【総合型選抜を実施する全てのコース】 

令和７年 11 月 21 日（金）【Ｂ類保健体育コース，Ｅ類生涯スポーツコース】 

※試験時間等の詳細は，「学生募集要項」にて公表します（８月上旬予定）。 

 

(2) 出題教科・科目等及び配点 

 

 〔第一次選考〕 

全 

学 

共 

通 

出願書類 配点 

入学希望理由書 40 

活動報告書 40 

学修計画書 20 

  各出願書類の記載における留意点等は「学生募集要項」にて公表します（８月上旬予定）。 

 

 〔第二次選考〕 
課程 類・コース・プログラム 試験日 出題教科・科目等 配点 摘要 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 音 楽 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小論文 120  

適性検査（音楽実技） 100  

個人面接又は集団面接 80 

口頭試問を含む。 

口頭試問には高等学校で履修

する音楽に関する内容を含む。 

Ａ 類 美 術 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小論文 100  

適性検査（実技） 100  

個人面接又は集団面接 100 プレゼンテーションを含む。 

Ａ類現代教育実践コース 

（環境教育プログラム） 
11 月 20 日（木） 

小論文 100  

個人面接又は集団面接 200 口頭試問を含む。 

Ａ類ものづくり技術コース 11 月 20 日（木） 

適性検査 

（プレゼンテーション） 
150 質疑応答を含む。 

個人面接又は集団面接 150 口頭試問を含む。 

Ｂ 類 音 楽 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小論文 100  

適性検査（音楽実技） 120  

個人面接又は集団面接 80 

口頭試問を含む。 

口頭試問には高等学校で履修

する音楽に関する内容を含む。 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小論文 100  

適性検査（実技） 100  

個人面接又は集団面接 100 プレゼンテーションを含む。 

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
11 月 20 日（木） 小論文 100  

11 月 21 日（金） 個人面接 200 プレゼンテーションを含む。 

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス 11 月 20 日（木） 
小論文 100  

個人面接又は集団面接 200 プレゼンテーションを含む。 

Ｂ 類 技 術 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

適性検査 

（プレゼンテーション） 
150 質疑応答を含む。 

個人面接又は集団面接 150 口頭試問を含む。 

Ｂ 類 情 報 コ ー ス 11 月 20 日（木） 

小論文 100  

個人面接 200 
口頭試問とプレゼンテーショ

ンを含む。 

教
育
支
援 

課

程 

Ｅ類生涯スポーツコース 

11 月 20 日（木） 小論文 100  

11 月 21 日（金） 個人面接 200 プレゼンテーションを含む。 

 

 

 
－37－



Ⅵ．総合型選抜 

６．小論文の概要 

 

(1) Ａ類音楽コース・Ｂ類音楽コース 

 音楽科に関わる課題を提示して，論述させ，知識や学力，論理的思考力，判断力，表現力等を総合的に

評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協

働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(2) Ａ類美術コース・Ｂ類美術コース 

 図画工作・美術科に関わる課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合

的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(3) Ａ類現代教育実践コース（環境教育プログラム） 

 環境問題や環境教育に関わる課題を提示して，論述させ，知識や学力，論理的思考力，判断力，表現力

等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多

様な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(4) Ｂ類保健体育コース 

 保健体育に関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理的な思考力・基礎的な学力等を総合的に評

価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働

して学ぶ態度等を評価する。 

 

(5) Ｂ類家庭コース 

 生活科学分野に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・論理構成力・表現力等を総

合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な

人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(6) Ｂ類情報コース 

 情報分野に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能・論理的な思考力・文章構成力・表現力等を

総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な

人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 

 

(7) Ｅ類生涯スポーツコース 

 生涯スポーツに関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理的な思考力・基礎的な学力等を総合的

に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材への意欲・適性及び主体的に多様

な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 
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Ⅵ．総合型選抜 

７．適性検査の内容 

 

(1-1) 適性検査（音楽実技）の内容（Ａ類音楽コース対象） 

 

ⅠとⅡのいずれかを選択する。 

Ⅰ 新曲視唱，声楽，ピアノ   Ⅱ 新曲視唱，声楽，ピアノ，管弦打楽器 

 

 詳細については以下のとおり。 

① 下表のⅠ・Ⅱのいずれかを選択すること（出願時に登録）。 

② 選択した番号内の試験項目は全て必須となる（例：Ⅰ選択者…新曲視唱，声楽，ピアノが必須）。 

③ 楽譜の出版社は特に指定が無い場合は不問とする。 

④ 暗譜の指定が無いものは楽譜の使用を認める。ただし，譜めくりは各自の責任とする。 

⑤ 新曲視唱は８小節，予見 30 秒間とする。 

 

番号 項目 課題 

Ⅰ 

声楽 

自由曲を１曲，原語かつ暗譜で歌う（調は自由。Ｂ類声楽課題曲〔別表１〕から選んでもよ

い）。オペラ及びオラトリオのアリアについては原調とする。ただし，通常歌われている調

に関してはその限りではない。自由曲の楽譜は出願時に２部提出すること（Ｂ類の声楽課題

曲から選ぶ場合も同じ）。なお，楽譜は１ページＡ４の大きさとし，テープ等で製本しない

こと。 

ピアノ 

次の中から任意の１曲を選び，第１楽章を暗譜で演奏する。繰り返しは省略。 

 ・J.Haydn：ソナタ ハ短調 Hob.ⅩⅥ：20 
 ・J.Haydn：ソナタ ハ長調 Hob.ⅩⅥ：50 
 ・W.A.Mozart：ソナタ ハ短調 KV457 
 ・W.A.Mozart：ソナタ ハ長調 KV545 
 ・L.v.Beethoven：ソナタ 第 10 番 ト長調 Op.14-2 
 ・L.v.Beethoven：ソナタ 第 19 番 ト短調 Op.49-1 

Ⅱ 

声楽 Ⅰと同じ。 

ピアノ Ⅰと同じ。 

管弦打楽器 

フルート，クラリネット，ホルン，トランペット，トロンボーン，ユーフォニアム， 
テューバ，ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ，コントラバス，マリンバ 

上記の楽器から１つを選択（出願時に申告）し，自由曲を１曲演奏する。繰り返しは省略

し，無伴奏で演奏する。 

※マリンバ選択者は自由曲のみを演奏し，小太鼓基礎奏法は課さない。 
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Ⅵ．総合型選抜 

(1-2) 適性検査（音楽実技）の内容（Ｂ類音楽コース対象） 

 

専門分野Ⅰ～Ⅴ（声楽＝Ⅰ，ピアノ＝Ⅱ，管弦打楽器＝Ⅲ，作曲＝Ⅳ，音楽学＝Ⅴ）から１つを選択

する（下線は専門試験，それ以外は共通試験）。 

Ⅰ 新曲視唱，声楽，ピアノ         Ⅱ 新曲視唱，声楽，ピアノ 

Ⅲ 新曲視唱，声楽，ピアノ，管弦打楽器   Ⅳ 新曲視唱，声楽，ピアノ，作曲 

Ⅴ 新曲視唱，声楽，ピアノ，音楽学 

 

 詳細については以下のとおり。 

① 希望する専門分野に応じて，下表のⅠ～Ⅴから１つを選択すること（出願時に登録）。 

（声楽＝Ⅰ，ピアノ＝Ⅱ，管弦打楽器＝Ⅲ，作曲＝Ⅳ，音楽学＝Ⅴ） 

② 選択した番号内の試験項目はすべて必須となる（例 Ⅰ選択者…新曲視唱，声楽，ピアノが必須）。 

③ 楽譜の出版社は特に指定がない場合は不問とする。 

④ 暗譜の指定がないものは楽譜の使用を認める。ただし，譜めくりは各自の責任とする。 

⑤ 新曲視唱は８小節，予見 30 秒間とする。 

 

番号 項目 課題 

Ⅰ 

声楽 

1) 声楽課題曲７曲〔別表１〕のなかから３曲を選び，試験場で監督者から指定された１曲

を，原語かつ暗譜で歌う。 

2) 声楽課題曲７曲〔別表１〕以外の自由曲１曲を，原語かつ暗譜で歌う（調は自由）。オペ

ラ及びオラトリオのアリアについては原調とする。ただし，通常歌われている調に関して

はその限りではない。自由曲の楽譜は出願時に２部提出すること。なお，楽譜は１ページ

Ａ４の大きさとし，テープなどで製本しないこと。 

ピアノ 
J.S.Bach：６つの小プレリュード BWV933～938，又はインヴェンションとシンフォニア

BWV772～801 より任意の１曲を選び暗譜で演奏する。繰り返しは省略。 

Ⅱ 

ピアノ 
L.v.Beethoven：ピアノソナタ第１番～第 18 番より任意の１曲を選び，第１楽章を暗譜で演

奏する。繰り返しは省略。 

声楽 
声楽課題曲７曲〔別表１〕のなかから２曲を選び，試験場で監督者から指定された１曲

を，原語かつ暗譜で歌う。 

Ⅲ 

管弦打楽器 

フルート，クラリネット，ホルン，トランペット，トロンボーン，ユーフォニアム， 
テューバ，ヴァイオリン，ヴィオラ，チェロ，コントラバス，マリンバ 

上記の楽器から１つを選択（出願時に申告）し，自由曲を１曲演奏する。繰り返しは省略

し，無伴奏で演奏する。 

※マリンバ選択者は自由曲のみを演奏し，小太鼓基礎奏法は課さない。 

ピアノ Ⅰと同じ。 

声楽 Ⅱと同じ。 

Ⅳ 

作曲 

1) 与えられた低音旋律及び高音旋律に４声体和声を作る（転調，転位音を含む）。試験時間

は 90 分。 

2) 自作品（自筆又はコンピュータによる浄書，コピー可）を出願時に提出すること。形式，

演奏形態及び曲数は自由（提出作品についての面接試問を含む）。提出楽譜は返還しない。 

ピアノ Ⅰと同じ。 

声楽 Ⅱと同じ。 

Ⅴ 

音楽学 
1) 小論文（80 分） 

2) 面接（口頭試問を含む） 

ピアノ Ⅰと同じ。 

声楽 Ⅱと同じ。 

 

  

 
－40－



Ⅵ．総合型選抜 

〔別表１〕Ｂ類の声楽課題曲 

① F.Gasparini 
② F.Gasparini 
③ G.Paisiello 
④ L.v.Beethoven 
⑤ F.Schubert 
⑥ 大中 寅二 

⑦ 山田 耕筰 

：Lasciar d'amarti 
：Caro laccio 
：Nel cor più non mi sento 
：Ich liebe dich 
：An die Musik 
：椰子の実 

：かやの木山の 

（ト短調，ヘ短調，ニ短調） 

（ヘ長調，変ホ長調，変ニ長調） 

（ト長調，ヘ長調，変ホ長調） 

（ト長調，ヘ長調，変ホ長調） 

（ニ長調，ハ長調） 

（イ長調，ト長調） 

（ニ長調，ハ長調，変ロ長調） 

1) ①～③は，イタリア歌曲集１（全音楽譜出版社），イタリア古典声楽曲集１（教育芸術社），古典イタリア歌曲集

（カワイ出版）を使用すること。 

2) ⑥は，２番までを演奏すること。 

 

 

(2) 適性検査（実技）の内容（Ａ類美術コース・Ｂ類美術コース対象） 

 

【Ａ類美術コース】鉛筆による静物デッサン（２時間） 

【Ｂ類美術コース】石膏デッサン（２時間）〔鉛筆又は木炭，併用も可〕 

 

(3) 適性検査（プレゼンテーション）の内容（Ａ類ものづくり技術コース・Ｂ類技術コース対象） 

 

１．適性検査は，５分程度のプレゼンテーションを含めて実施する。 

２．プレゼンテーションでは，ものづくりで利用されている技術による問題解決について，自分がこれまで

に自主的に取り組んだ活動を発表する。この発表では，技術の仕組みや技術の活用に関わる科学的な原理

と法則，問題解決の工夫等の内容を含むことが望ましい。また，この発表では，プレゼンテーションに際

しての情報機器の活用能力も評価の対象となる。 

３．適性検査においては，ものづくりの問題解決で必要となる科学的基礎学力等も評価する。 

 

当日準備するプレゼンテーション資料等の詳細 

①発表スライドを PDF ファイル（※④参照）にした USB メモリを持参する。 

②発表時間は５分程度とする。発表時間が長すぎる場合等，発表途中であっても終了するように試験監督か

ら指示することがある。 

③USB メモリはウイルスチェックを行うことがあるため，プレゼンテーションに必要のないファイルは入れ

ないこと。 

④プレゼンテーションの際は本学が準備する以下の機器を使用する予定である。 

・ノートパソコン（Windows10 以上），マウス，液晶プロジェクター，スクリーン，レーザーポインター 

各１ 

・使用可能ソフトは Adobe Acrobat Reader（Windows 版を予定） 

・インターネットへの接続不可 

⑤プレゼンテーション資料をＡ３サイズで片面カラー印刷したものを１部（本人プレゼンテーション用）持

参する。機器トラブルが発生しノートパソコンでプレゼンテーションができない場合等，試験監督の指示

により，これを用いてプレゼンテーションを行うことがある。 

⑥プレゼンテーション資料をＡ４サイズで片面カラー印刷したものを３部（試験監督用と予備）持参する。

この３部は面接終了までに試験監督側で集め返却しない。 

⑦面接終了後，パソコンに接続したことにより USB メモリ上のデータに破損が生じた場合や USB メモリが

破損した場合において本学はその責を負わない。 

⑧その他，当日の発表方法については，試験監督の指示に従うこと。 

 

  

 
－41－



Ⅵ．総合型選抜 

８．面接に含まれるプレゼンテーション 

 

（注）当日の持参を指示している資料について，郵送等による事前提出は一切認めない。なお，当日の提出後

は，いかなる理由があっても返却しないので注意すること。 

 

(1) Ａ類美術コース・Ｂ類美術コース 

 面接は３分程度のプレゼンテーションを含んで実施する。プレゼンテーションは出願者が出願書類とし

て提出した「活動報告書」に関する内容について，参考画像等を貼り付けたＡ２サイズのボードを当日に

持参して行い，面接後にボードは提出する。 

 

(2) Ｂ類保健体育コース 

 面接はプレゼンテーションを含んで実施する。プレゼンテーションのテーマは保健体育の授業に関する

内容であり，面接時に提示する（プレゼンテーションのために志願者が試験当日に持参するものはありま

せん）。 

 

(3) Ｂ類家庭コース 

 面接はプレゼンテーションを含んで実施する。プレゼンテーションでは，自身が日常生活のなかから課

題をみつけ，解決を目指して計画を立て，家庭科で学んだ知識や技術をいかして実践した内容について発

表する。自身の取組が社会課題の解決にどのように貢献できるかについての考察も含むこと。プレゼンテ

ーション資料は PC 等を使用して作成しても良いが，Ａ３またはＡ４に印刷したもの１部（1 ページ目

〔表紙〕を含む枚数は 5 枚以内とする，1 ページ目〔表紙〕にタイトルと受験番号を入れる）を持参し，

プレゼンテーション後に提出する。プレゼンテーションの時間は５分以内とする。 

 

(4) Ｂ類情報コース 

 面接は口頭試問とプレゼンテーションを含んで実施する。プレゼンテーションは，第二次選考で自身が

作成した小論文の内容について，持参した PC やタブレット端末を用いてプロジェクターに投影しながら

行う（５分程度）。プレゼンテーションの資料は，小論文の試験時間内に，持参した PC やタブレット端

末を用いて，PowerPoint のスライドなど受験者が普段学校等で使用しているアプリケーションで作成す

る。なお，オンラインでの Web 検索や生成 AI などを使っての作業は禁止し，オフラインの状態での作業

のみとする。また，スライドを作成しているアプリケーション以外の使用や，事前に作成した成果物等の

再利用は認めない。 

 

当日持参するもの 

・PC またはタブレット端末 

充電済みのもの（AC アダプターを持参するとよい）。HDMI type-A 端子のケーブルを用いて画面出力が

できること（必要ならば変換アダプターを用意すること）。 

・プレゼンテーション資料を作成するためのアプリケーション 

持参する PC やタブレット端末にインストールされた状態であること。普段から使い慣れたアプリケー

ションが望ましい。オフラインでの作業が可能であること。 

・小論文の試験の後，小休憩を挟み，個人面接を順次開始します。ご自分の面接の順番が来るまでの間，

持参した軽食（飲み物を含む）をとっても構いません。 

 

(5) Ｅ類生涯スポーツコース 

 面接はプレゼンテーションを含んで実施する。プレゼンテーションのテーマはスポーツにおける教育支

援に関する内容であり，面接時に提示する（プレゼンテーションのために志願者が試験当日に持参するも

のはありません）。 
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１．出願資格 

 

 日本国籍を有する者又は日本国の永住許可を得ている者で，保護者の海外在留という事情により外国の学校

教育を受けた者（保護者との同伴期間は１年以上とし，その後の単身滞在期間は２年以内の者）のうち，次の

(1)から(5)のいずれかに該当する者 

 

(1)  学校教育における 12 年の課程のうち，外国において最終を含む２年以上をその国の教育制度に基づく高

等学校に継続して在籍し，2024 年４月１日から 2026 年３月 31 日までに卒業（修了）又は卒業（修了）見

込みの者，もしくはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

 

(2)  2024 年４月１日から 2026 年３月 31 日までに日本の高等学校又は中等教育学校を卒業又は卒業見込みの

者で，日本の教育制度の中学校及び高等学校もしくは中等教育学校に相当する期間のうち，外国においてそ

の国の教育制度に基づく中学校から高等学校までの課程に通算３年以上在籍した者。ただし，日本の高等学

校又は中等教育学校後期課程の在籍期間は２年以内の者 

 

(3)  外国において，2024 年４月１日から 2026 年３月 31 日までに次の資格のいずれかを取得した者 

① スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格 

② ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格 

③ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格 

④ 英国において大学入学資格として認められている GCEA レベル資格又は国際 A レベル資格 

⑤ 欧州連合構成国において大学入学資格として認められている欧州バカロレア資格 

 

(4)  外国において，文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（WASC，ACSI，NEASC，CIS，Cognia，COBIS）
から教育活動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 12 年の課程に，最終を含む２年以上継続して在籍

し，2024 年４月１日から 2026 年３月 31 日までに当該課程を修了又は修了見込みの者 

 

(5)  2024 年４月１日から 2026 年３月 31 日までに日本の高等学校又は中等教育学校を卒業又は卒業見込みの

者で，日本の教育制度の中学校及び高等学校もしくは中等教育学校に相当する期間のうち，外国において，

文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（WASC，ACSI，NEASC，CIS，Cognia，COBIS）から教育活動

等に係る認定を受けた教育施設に通算３年以上在籍した者。ただし，日本の高等学校又は中等教育学校後期

課程の在籍期間は２年以内の者 

 

（注１）上記(1)及び(2)については，地理的に外国に設置された学校であっても，日本の学校教育法に準拠した教育を施し

ている学校に在学した者については，その期間は，外国において学校教育を受けた期間に通算しません。 

（注２）出願資格に疑問がある場合は，12 月１日までに入試課に照会すること。照会方法の詳細は本学「学部入試情報サイ

ト」内に掲載します。また，出願資格を確認する目的で大使館等に学歴に関する情報を提供することがあります。 

（注３）文部科学大臣が指定する国際的な評価団体は今後追加されることがあります。追加が生じた場合、学部入試情報サ

イトに掲載しますので，確認してください。 

 

本学が求める英語力について 

 本学では，深い教養と基礎的技能を獲得することを目的とする教養科目を設けています。その中の語学領域で必修科目として開講し

ている「英語コミュニケーション」（１年次Ⅰ・Ⅱ期開設）は，高等学校で英語を履修したことを前提として授業を行っています。 

 高等学校等で英語を履修していない場合，「英語コミュニケーション」を受講するまでに，少なくとも日本の中学校３年間の英語教科

書にある内容を学習しておく必要があります。 

 なお，本学では申請により，TOEFL等のスコアに基づき「英語コミュニケーション」の単位を認定する制度を設けています。 

 

２．出願期間 

 

 令和７(2025)年 12 月 16 日（火）から同年 12 月 18 日（木）まで〔書留速達郵便・期間内必着〕 

 ただし，出願期間後に到着した場合は，12 月 17 日以前の発信局消印があり，かつ書留速達郵便により送付さ

れたものに限り受理します。 
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３．選抜方法 

 

 大学入学共通テストを免除し，東京学芸大学入学試験の成績及び出願書類を総合して判定します。 

 なお，東京学芸大学入学試験の成績では学力の３要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体性

を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」）の全て及び「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価

します。出願書類では主に学力の３要素のうち「主体性を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」及び

「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価します。 

 

４．東京学芸大学入学試験の試験期日，出題教科・科目等 

 

(1) 試験期日 …… 令和８(2026)年２月 25 日（水）・２月 26 日（木） 

 

(2) 試験日及び実施方法 

 

課

程 
類・コース（ＰＧ：プログラム） 試験日 

実施方法（注１） 

摘要 
学力検査等 小論文 実技検査 

面 接 

(注２) 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ａ 類 社 会 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ａ 類 数 学 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ａ 類 理 科 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎2 ◎ － ◎  

Ａ 類 音 楽 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ ◎2 ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ａ 類 美 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ ◎ ◎  

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ 

◎ 面接の日程は別途通知する。 
２月 26 日(木) － ◎ － 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ａ 類 英 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ａ類現代教育

実践コース 

学校教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

学校心理ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

国際教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

環境教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ａ類ものづくり技術コース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎ （注３） 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎ 

面接には幼児教育課題（記述）

を含み，面接における口頭試

問で用いる。 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｂ 類 社 会 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｂ 類 数 学 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｂ 類 理 科 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎2 ◎ － ◎  

Ｂ 類 音 楽 コ ー ス 
２月 25 日(水) 

２月 26 日(木) 
－ ◎ ◎2 ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ ◎ ◎  

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ 

◎ 面接の日程は別途通知する。 
２月 26 日(木) － ◎ － 

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｂ 類 技 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎ （注３） 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｂ 類 書 道 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ ◎ ◎  

Ｂ 類 情 報 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｃ 類 ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

（次ページへ続く） 
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課

程 
類・コース 試験日 

実施方法（注１） 

摘要 
学力検査等 小論文 実技検査 

面 接 

(注２) 

教
育
支
援
課
程 

Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ類カウンセリングコース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ類ソーシャルワークコース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ類多文化共生教育コース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ 類 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス ２月 26 日(木) ◎ ◎ － ◎ 
面接の日程は別途通知する。 

学力検査等は「書類」を示す。 

 （注１）◎印は受験が必須であることを，－印は受験を要しないことを表す。◎印に付された数字は課す科目数を示す（記載のないもの

は１教科又は１科目を課すことを示す）。 

 （注２）志願者全員に日本語による個人面接を課す。ただし，Ａ類英語コース・Ｂ類英語コースは英語による面接を含む。 

 （注３）面接には口頭試問を含む。また，作品やそれを提示するための資料等の持ち込みを不可とする。 

 

(3) 学力検査等の詳細 

 

対象の類・コース 
学力検査の教科・科目等 必須又は 

必要科目数 
摘要 

試験時間 

（予定） 出題教科 出題科目（範囲） 

Ａ類国語コース 

Ｂ類国語コース 

Ｂ類書道コース 

国語 

現代の国語 

言語文化 

論理国語 

文学国語 

国語表現 

古典探究 

必須  120 分 

Ａ類数学コース 

Ｂ類数学コース 

Ｂ類情報コース 

Ｅ類情報教育コース 

数学 

数学Ⅰ 

数学Ⅱ 

数学Ⅲ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

数学Ｃ 

必須 

『数学Ａ』は，図形の性質，場合の

数と確率 

『数学Ｂ』は，数列，統計的な推測 

『数学Ｃ』は，ベクトル，平面上の

曲線と複素数平面 

120 分 

Ａ類理科コース 理科 

(a) 

物理基礎 

化学基礎 

生物基礎 

地学基礎 

１ 

計２ 

(a)・(b)各欄から１科目ずつの計

２科目を選択する。 

ただし，(a)-(b)間において同一名

称を含む科目の選択は不可。 

（例えば『物理基礎』と『物理基礎，

物理』の組み合わせは不可。） 

 120 分 

（２科目計） 

(b) 

物理基礎，物理 

化学基礎，化学 

生物基礎，生物 

地学基礎，地学 

１ 

Ｂ類理科コース 理科 

物理基礎，物理 

化学基礎，化学 

生物基礎，生物 

地学基礎，地学 

２科目  
 120 分 

（２科目計） 

Ａ類英語コース 

Ｂ類英語コース 

外国語 

（英語） 

英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

英語コミュニケーションⅢ 

論理・表現Ⅰ 

論理・表現Ⅱ 

論理・表現Ⅲ 

（ディクテーションを含む） 

必須 
試験時間のうち，筆記試験が 90分，

ディクテーションが約 10分。 
約 120 分 

Ｅ類生涯スポーツコース 書類  必須 

出願時に提出される書類を点数化

する。書類の内容は志望理由，活動

報告，活動報告に記された内容の

証明書等とする。 
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５．小論文の概要 

 
(1) Ａ類国語コース・Ｂ類国語コース 

 国語に関する課題を提示し，理解力・表現力等を評価する。 

 

(2) Ａ類社会コース・Ｂ類社会コース 

 社会現象に関する課題等を提示し，それについて論述させる。読解力・論理的思考力・構成力・表現力

等，基礎的な能力を総合的に評価する。 

 

(3) Ａ類数学コース・Ｂ類数学コース 

 数学に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的に評価する

とともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学

ぶ態度等を評価する。 

 

(4) Ａ類理科コース・Ｂ類理科コース 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，教師への意欲及び主体的に学習に取

り組む態度等を評価する。 

 

(5) Ａ類音楽コース・Ｂ類音楽コース 

 音楽と音楽教育に関する課題を提示して論述させ，理解力・論理的思考力・表現力等を総合的に評価す

る。 

 

(6) Ａ類美術コース・Ｂ類美術コース 

 美術文化とのかかわりに関する課題を提示して論述させ，思考力・洞察力・表現力等を評価する。 

 

(7) Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース 

 保健体育に関する課題を提示して論述させ，洞察力，論理的な思考力，日本語能力を含む基礎的な学力

等を総合的に評価する。 

 

(8) Ａ類家庭コース・Ｂ類家庭コース 

 生活科学分野に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・論理構成力・表現力等を総

合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(9) Ａ類英語コース・Ｂ類英語コース 

 言語・社会・文化・教育などの諸相に関する課題を提示して，論述させ，理解力・分析力・論理構成力・

表現力等をみる。知識・技能，思考力・表現力等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシ

ーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(10) Ａ類現代教育実践コース（学校教育プログラム） 

 学校内外の教育に関する諸問題について，その理解力・分析力・表現力等を総合的に評価する。 

 

(11) Ａ類現代教育実践コース（学校心理プログラム） 

 学校内外の諸問題について論述させ，教師への意欲・適性及び論理構成力・表現力等を総合的に評価す

る。 

 

(12) Ａ類現代教育実践コース（国際教育プログラム） 

 国際教育に関する諸問題について，その理解力・論理構成力・発想力等を総合的に評価する。 

 

(13) Ａ類現代教育実践コース（環境教育プログラム） 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，課題に対する理解力・分析力を総合

的に評価するとともに，教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 
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(14) Ａ類ものづくり技術コース・Ｂ類技術コース 

 ものづくり・技術・科学・それらに関連する教育についての課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・

理解力・論理構成力・表現力等を評価する。 

 

(15) Ａ類幼児教育コース 

 幼児の発達や教育に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・文章構成力・表現力等

を評価する。 

 

(16) Ｂ類書道コース 

 書写・書道教育に関する理論や実践等についての基礎的事項の理解力・思考力及び書字力を評価する。 

 

(17) Ｂ類情報コース 

 論理的な思考力，日本語力，及び情報に関する基礎知識を総合的に評価する。 

 

(18) Ｃ類 

 教育や障がいに関する課題を提示して，論述させ，論理構成力，知識・技能，思考力・判断力・表現力

等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多

様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(19) Ｄ類養護教育コース 

 社会における健康課題に関する課題を提示して，論述させ，関心の度合いと論理的な思考力・表現力等

を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様

な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(20) Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース 

 生涯学習・文化遺産教育に関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理構成力・表現力等を総合的

に評価する。 

 

(21) Ｅ類カウンセリングコース 

 学校内外の諸問題について論述させ，論理構成力・表現力などを総合的に評価する。 

 

(22) Ｅ類ソーシャルワークコース 

 社会福祉に関する論考又は資料を提示して，分析・論述させ，理解力・思考力・表現力などを総合的に評

価する。 

 

(23) Ｅ類多文化共生教育コース 

 異文化理解や多文化共生に関する論考又は資料を提示して，分析・論述させ，理解力・思考力・表現力

などを総合的に評価する。 

 

(24) Ｅ類情報教育コース 

 論理的な思考力，日本語力，及び情報に関する基礎知識を総合的に評価する。 

 

(25) Ｅ類表現教育コース 

 芸術作品の表現に関する基礎的知識・理解力・洞察力などを問うことにより，志願者それぞれの独創性・

創造性・表現力・思考力の有無を判断するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材へ

の意欲・適性及び主体性等を評価する。 

 

(26) Ｅ類生涯スポーツコース 

 生涯スポーツに関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理的な思考力・日本語能力を含む基礎的

な学力等を総合的に評価する。 
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６．実技試験等の内容 

 

実技試験を課す類・コース及び試験科目名称は以下のとおりです。選択問題，選択課題及び選択する管弦

打楽器は希望するものを出願時に登録すること。出願後及び試験場での変更は認めません。 

 

対象の類・コース 科目名称 備考 試験の内容 

Ａ類美術コース 図工・美術実技 選択問題。 一般選抜の内容と同じ。 

➔ 20 ページを参照してください。 Ｂ類美術コース 美術実技 選択問題。 

Ａ類保健体育コース 
Ｂ類保健体育コース 

体育実技 
（基礎運動技能テスト） 

複数の基礎的な運動
の出来映えを評価。 一般選抜の内容と同じ。 

➔ 21 ページを参照してください。 
Ｂ類書道コース 書道実技 必須。 

Ａ類音楽コース 
Ｂ類音楽コース 

共通試験 必須。 一般選抜前期日程の内容と同じ。 
➔ 22～24 ページを参照してください。 音楽実技 実技課題を選択。 
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７．配点一覧表 

 

課程 類・コース（ＰＧ：プログラム） 

配点（注１） 

学力検査等 

（注２） 
小論文 実技検査 

面 接 

（注３） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ａ 類 社 会 コ ー ス － 200 － 100 

Ａ 類 数 学 コ ー ス 100 100 － 100 

Ａ 類 理 科 コ ー ス *200 100 － 100 

Ａ 類 音 楽 コ ー ス － 100 *300 100 

Ａ 類 美 術 コ ー ス － 100 100 100 

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス － 100 100 100 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス － 200 － 100 

Ａ 類 英 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ａ類現代教育実践コース 

学 校 教 育 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

学 校 心 理 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

国 際 教 育 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

環 境 教 育 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

Ａ 類 も の づ く り 技 術 コ ー ス － 200 － 100 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス － 100 － 200 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｂ 類 社 会 コ ー ス － 200 － 100 

Ｂ 類 数 学 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｂ 類 理 科 コ ー ス *200 100 － 100 

Ｂ 類 音 楽 コ ー ス － 100 *300 100 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス － 100 200 100 

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス － 100 100 100 

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス － 200 － 100 

Ｂ 類 技 術 コ ー ス － 200 － 100 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｂ 類 書 道 コ ー ス 100 100 100 100 

Ｂ 類 情 報 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｃ 類 － 200 － 100 

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

教
育
支
援
課
程 

Ｅ 類 生 涯 学 習 ・ 文 化 遺 産 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 カ ウ ン セ リ ン グ コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 多 文 化 共 生 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 100 100 － 100 

 （注１）＊印は，複数科目の合計配点を示す。 

 （注２）Ｅ類生涯スポーツコースの学力検査等は，「書類」の配点を示す。 

（注３）Ａ類幼児教育コースの面接は，「面接（幼児教育課題を含む）」の配点を示す。 
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１．出願資格 

 

 外国の国籍を有する者（日本国の永住許可を得ている者は除く）で，かつ，次の(1)及び(2)の要件を満たす者 

 

(1)  次の①から③のいずれかに該当する者 

 

①  外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者及び 2026 年３月 31 日までに修了見込みの者，

又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

②  外国において，2026 年３月 31 日までに次の資格のいずれかを取得した者 

㋐ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格 

㋑ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア資格 

㋒ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格 

㋓ 英国において大学入学資格として認められている GCEA レベル資格又は国際 A レベル資格 

㋔ 欧州連合構成国において大学入学資格として認められている欧州バカロレア資格 

③  外国において，2026 年３月 31 日までに文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（WASC，ACSI，NEASC，
CIS，Cognia，COBIS）から教育活動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 12 年の課程を修了又は修

了見込みの者 

 

(2)  独立行政法人日本学生支援機構が実施する 2024 年度又は 2025 年度の「日本留学試験（ＥＪＵ）」を受験

し，１回の受験で次の①及び②の基準を満たす者 

 

① 日本語の成績（「読解」，「聴解・聴読解」）が 200 点以上 

② 「理科及び数学の成績の合計」又は「総合科目及び数学の成績の合計」が 200 点以上 

 

1. 日本留学試験で受験を要する科目等 

 ① 日本語 

 ② 理科又は総合科目のどちらか（理科は物理・化学・生物から２科目を受験すること。） 

 ③ 数学（コース１・コース２のどちらかを受験すること。） 

2. 「日本語」以外の科目については，出題言語を問わない（日本語・英語のどちらでもよい）。 

3. 2024 年度及び 2025 年度に実施される計４回の試験のいずれか１回の成績のみを利用する（複数の受験回の成績を組み合わせる

ことはできない）ので，利用対象となる試験を複数回受験した場合は，志願者本人が利用してほしい１つの受験回を選択のうえ

出願すること。 

4. 日本留学試験の詳細等はウェブサイトを参照すること。《https://www.jasso.go.jp/ryugaku/eju/index.html》 

 

（注１）「外国において，学校教育における 12 年の課程を修了」とは，地理的に外国に設置された学校において，原則とし

て当該国における正規の教育制度に位置付けられている教育課程の 12 年目を修了することを言います。 

（注２）出願資格に疑問がある場合は，12 月１日までに入試課に照会すること。照会方法の詳細は本学「学部入試情報サイ

ト」内に掲載します。また，出願資格を確認する目的で大使館等に学歴に関する情報を提供することがあります。 

（注３）文部科学大臣が指定する国際的な評価団体は今後追加されることがあります。追加が生じた場合、学部入試情報サ

イトに掲載しますので，確認してください。 

本学が求める英語力について 

 本学では，深い教養と基礎的技能を獲得することを目的とする教養科目を設けています。その中の語学領域で必修科目として開講し

ている「英語コミュニケーション」（１年次Ⅰ・Ⅱ期開設）は，高等学校で英語を履修したことを前提として授業を行っています。 

 高等学校等で英語を履修していない場合，「英語コミュニケーション」を受講するまでに，少なくとも日本の中学校３年間の英語教科

書にある内容を学習しておく必要があります。 

 なお，本学では申請により，TOEFL等のスコアに基づき「英語コミュニケーション」の単位を認定する制度を設けています。 

 

２．出願期間 

 

令和７(2025)年 12 月 16 日（火）から同年 12 月 18 日（木）まで〔書留速達郵便・期間内必着〕 

 ただし，出願期間後に到着した場合は，12 月 17 日以前の発信局消印があり，かつ書留速達郵便により送付さ

れたものに限り受理します。 
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３．選抜方法 

 

 大学入学共通テストを免除し，東京学芸大学入学試験の成績及び出願書類を総合して判定します。 

 なお，東京学芸大学入学試験の成績では学力の３要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体性

を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」）の全て及び「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価

します。出願書類では主に学力の３要素のうち「主体性を持ち，多様な人々と協働しつつ学習する態度」及び

「教師又は教育支援人材への意欲・適性」を評価します。 

 

４．東京学芸大学入学試験の試験期日，出題教科・科目等 

 

(1) 試験期日 …… 令和８(2026)年２月 25 日（水）・２月 26 日（木） 

 

(2) 試験日及び実施方法 

 

課

程 
類・コース（ＰＧ：プログラム） 試験日 

実施方法（注１） 

摘要 
学力検査等 小論文 実技検査 

面 接 

(注２) 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ａ 類 社 会 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ａ 類 数 学 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ａ 類 理 科 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎2 ◎ － ◎  

Ａ 類 音 楽 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ ◎2 ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ａ 類 美 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ ◎ ◎  

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ 

◎ 面接の日程は別途通知する。 
２月 26 日(木) － ◎ － 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ａ 類 英 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ａ類現代教育

実践コース 

学校教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

学校心理ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

国際教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

環境教育ＰＧ ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ａ類ものづくり技術コース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎ （注３） 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎ 

面接には幼児教育課題（記述） 

を含み，面接における口頭試 

問で用いる。 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｂ 類 社 会 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｂ 類 数 学 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｂ 類 理 科 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎2 ◎ － ◎  

Ｂ 類 音 楽 コ ー ス 
２月 25 日(水) 

２月 26 日(木) 
－ ◎ ◎2 ◎ 日程の詳細は別途通知する。 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ ◎ ◎  

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 
２月 25 日(水) － － ◎ 

◎ 面接の日程は別途通知する。 
２月 26 日(木) － ◎ － 

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｂ 類 技 術 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎ （注３） 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｂ 類 書 道 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ － ◎ ◎  

Ｂ 類 情 報 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｃ 類 ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

 （次ページへ続く） 
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課

程 
類・コース 試験日 

実施方法（注１） 

摘要 
学力検査等 小論文 実技検査 

面 接 

(注２) 

教
育
支
援
課
程 

Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ類カウンセリングコース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ類ソーシャルワークコース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ類多文化共生教育コース ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) ◎ ◎ － ◎  

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス ２月 25 日(水) － ◎ － ◎  

Ｅ 類 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス ２月 26 日(木) ◎ ◎ － ◎ 
面接の日程は別途通知する。 

学力検査等は「書類」を示す。 

（注１）◎印は受験が必須であることを，－印は受験を要しないことを表す。◎印に付された数字は課す科目数を示す（記載のないもの

は１教科又は１科目を課すことを示す）。 

（注２）志願者全員に日本語による個人面接を課す。ただし，Ａ類英語コース・Ｂ類英語コースは英語による面接を含む。 

（注３）面接には口頭試問を含む。また，作品やそれを提示するための資料等の持ち込みを不可とする。 

 

(3) 学力検査等の詳細 

 

対象の類・コース 
学力検査の教科・科目等 必須又は 

必要科目数 
摘要 

試験時間 

（予定） 出題教科 出題科目（範囲） 

Ａ類国語コース 

Ｂ類国語コース 

Ｂ類書道コース 

国語 

現代の国語 

言語文化 

論理国語 

文学国語 

国語表現 

古典探究 

必須  120 分 

Ａ類数学コース 

Ｂ類数学コース 

Ｂ類情報コース 

Ｅ類情報教育コース 

数学 

数学Ⅰ 

数学Ⅱ 

数学Ⅲ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

数学Ｃ 

必須 

『数学Ａ』は，図形の性質，場合の

数と確率 

『数学Ｂ』は，数列，統計的な推測 

『数学Ｃ』は，ベクトル，平面上の

曲線と複素数平面 

120 分 

Ａ類理科コース 理科 

(a) 

物理基礎 

化学基礎 

生物基礎 

地学基礎 

１ 

計２ 

(a)・(b)各欄から１科目ずつの計

２科目を選択する。 

ただし，(a)-(b)間において同一名

称を含む科目の選択は不可。 

（例えば『物理基礎』と『物理基礎，

物理』の組み合わせは不可。） 

 120 分 

（２科目計） 

(b) 

物理基礎，物理 

化学基礎，化学 

生物基礎，生物 

地学基礎，地学 

１ 

Ｂ類理科コース 理科 

物理基礎，物理 

化学基礎，化学 

生物基礎，生物 

地学基礎，地学 

２科目  
 120 分 

（２科目計） 

Ａ類英語コース 

Ｂ類英語コース 

外国語 

（英語） 

英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

英語コミュニケーションⅢ 

論理・表現Ⅰ 

論理・表現Ⅱ 

論理・表現Ⅲ 

（ディクテーションを含む） 

必須 
試験時間のうち，筆記試験が 90分，

ディクテーションが約 10分。 
約 120 分 

Ｅ類生涯スポーツコース 書類  必須 

出願時に提出される書類を点数化

する。書類の内容は志望理由，活動

報告，活動報告に記された内容の

証明書等とする。 
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５．小論文の概要 

 

(1) Ａ類国語コース・Ｂ類国語コース 

 国語に関する課題を提示し，理解力・表現力等を評価する。 

 

(2) Ａ類社会コース・Ｂ類社会コース 

 社会現象に関する課題等を提示し，それについて論述させる。読解力・論理的思考力・構成力・表現力

等，基礎的な能力を総合的に評価する。 

 

(3) Ａ類数学コース・Ｂ類数学コース 

 数学に関する課題を提示して，論述させ，知識・技能，思考力・判断力・表現力等を総合的に評価する

とともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学

ぶ態度等を評価する。 

 

(4) Ａ類理科コース・Ｂ類理科コース 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，教師への意欲及び主体的に学習に取

り組む態度等を評価する。 

 

(5) Ａ類音楽コース・Ｂ類音楽コース 

 音楽と音楽教育に関する課題を提示して論述させ，理解力・論理的思考力・表現力等を総合的に評価す

る。 

 

(6) Ａ類美術コース・Ｂ類美術コース 

 美術文化とのかかわりに関する課題を提示して論述させ，思考力・洞察力・表現力等を評価する。 

 

(7) Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース 

 保健体育に関する課題を提示して論述させ，洞察力，論理的な思考力，日本語能力を含む基礎的な学力

等を総合的に評価する。 

 

(8) Ａ類家庭コース・Ｂ類家庭コース 

 生活科学分野に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・論理構成力・表現力等を総

合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々

と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(9) Ａ類英語コース・Ｂ類英語コース 

 言語・社会・文化・教育などの諸相に関する課題を提示して，論述させ，理解力・分析力・論理構成力・

表現力等をみる。知識・技能，思考力・表現力等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシ

ーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(10) Ａ類現代教育実践コース（学校教育プログラム） 

 学校内外の教育に関する諸問題について，その理解力・分析力・表現力等を総合的に評価する。 

 

(11) Ａ類現代教育実践コース（学校心理プログラム） 

 学校内外の諸問題について論述させ，教師への意欲・適性及び論理構成力・表現力等を総合的に評価す

る。 

 

(12) Ａ類現代教育実践コース（国際教育プログラム） 

 国際教育に関する諸問題について，その理解力・論理構成力・発想力等を総合的に評価する。 

 

(13) Ａ類現代教育実践コース（環境教育プログラム） 

 アドミッション・ポリシーを踏まえた課題を提示して，論述させ，課題に対する理解力・分析力を総合

的に評価するとともに，教師への意欲・適性及び主体的に多様な人々と協働して学ぶ態度等を評価する。 
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(14) Ａ類ものづくり技術コース・Ｂ類技術コース 

 ものづくり・技術・科学・それらに関連する教育についての課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・

理解力・論理構成力・表現力等を評価する。 

 

(15) Ａ類幼児教育コース 

 幼児の発達や教育に関する課題を提示して，論述させ，基礎的な知識・理解力・文章構成力・表現力等

を評価する。 

 

(16) Ｂ類情報コース 

 論理的な思考力，日本語力，及び情報に関する基礎知識を総合的に評価する。 

 

(17) Ｃ類 

 教育や障がいに関する課題を提示して，論述させ，論理構成力，知識・技能，思考力・判断力・表現力

等を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多

様な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(18) Ｄ類養護教育コース 

 社会における健康課題に関する課題を提示して，論述させ，関心の度合いと論理的な思考力・表現力等

を総合的に評価するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教師への意欲・適性及び主体的に多様

な人々と協働して学ぶ態度等も評価する。 

 

(19) Ｅ類生涯学習・文化遺産教育コース 

 生涯学習・文化遺産教育に関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理構成力・表現力等を総合的

に評価する。 

 

(20) Ｅ類カウンセリングコース 

 学校内外の諸問題について論述させ，論理構成力・表現力などを総合的に評価する。 

 

(21) Ｅ類ソーシャルワークコース 

 社会福祉に関する論考又は資料を提示して，分析・論述させ，理解力・思考力・表現力などを総合的に評

価する。 

 

(22) Ｅ類多文化共生教育コース 

 異文化理解や多文化共生に関する論考又は資料を提示して，分析・論述させ，理解力・思考力・表現力

などを総合的に評価する。 

 

(23) Ｅ類情報教育コース 

 論理的な思考力，日本語力，及び情報に関する基礎知識を総合的に評価する。 

 

(24) Ｅ類表現教育コース 

 芸術作品の表現に関する基礎的知識・理解力・洞察力などを問うことにより，志願者それぞれの独創性・

創造性・表現力・思考力の有無を判断するとともに，アドミッション・ポリシーで求める教育支援人材へ

の意欲・適性及び主体性等を評価する。 

 

(25) Ｅ類生涯スポーツコース 

 生涯スポーツに関する課題を提示して，論述させ，洞察力・論理的な思考力・日本語能力を含む基礎的

な学力等を総合的に評価する。 
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６．実技試験等の内容 

 

実技試験を課す類・コース及び試験科目名称は以下のとおりです。選択問題，選択課題及び選択する管弦

打楽器は希望するものを出願時に登録すること。出願後及び試験場での変更は認めません。 

 

対象の類・コース 科目名称 備考 試験の内容 

Ａ類美術コース 図工・美術実技 選択問題。 一般選抜の内容と同じ。 

➔ 20 ページを参照してください。 Ｂ類美術コース 美術実技 選択問題。 

Ａ類保健体育コース 

Ｂ類保健体育コース 
体育実技 

（基礎運動技能テスト） 

複数の基礎的な運動

の出来映えを評価。 一般選抜の内容と同じ。 

➔ 21 ページを参照してください。 
Ｂ類書道コース 書道実技 必須。 

Ａ類音楽コース 

Ｂ類音楽コース 
共通試験 必須。 一般選抜前期日程の内容と同じ。 

➔22～24 ページを参照してください。 音楽実技 実技課題を選択。 
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７．配点一覧表 

 

課程 類・コース（ＰＧ：プログラム） 

配点（注１） 

学力検査等 

（注２） 
小論文 実技検査 

面 接 

（注３） 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ａ 類 社 会 コ ー ス － 200 － 100 

Ａ 類 数 学 コ ー ス 100 100 － 100 

Ａ 類 理 科 コ ー ス *200 100 － 100 

Ａ 類 音 楽 コ ー ス － 100 *300 100 

Ａ 類 美 術 コ ー ス － 100 100 100 

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス － 100 100 100 

Ａ 類 家 庭 コ ー ス － 200 － 100 

Ａ 類 英 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ａ類現代教育実践コース 

学 校 教 育 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

学 校 心 理 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

国 際 教 育 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

環 境 教 育 Ｐ Ｇ － 200 － 100 

Ａ 類 も の づ く り 技 術 コ ー ス － 200 － 100 

Ａ 類 幼 児 教 育 コ ー ス － 100 － 200 

Ｂ 類 国 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｂ 類 社 会 コ ー ス － 200 － 100 

Ｂ 類 数 学 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｂ 類 理 科 コ ー ス *200 100 － 100 

Ｂ 類 音 楽 コ ー ス － 100 *300 100 

Ｂ 類 美 術 コ ー ス － 100 200 100 

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス － 100 100 100 

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス － 200 － 100 

Ｂ 類 技 術 コ ー ス － 200 － 100 

Ｂ 類 英 語 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｂ 類 書 道 コ ー ス 100 － 100 100 

Ｂ 類 情 報 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｃ 類 － 200 － 100 

Ｄ 類 養 護 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

教
育
支
援
課
程 

Ｅ 類 生 涯 学 習 ・ 文 化 遺 産 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 カ ウ ン セ リ ン グ コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 多 文 化 共 生 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス 100 100 － 100 

Ｅ 類 表 現 教 育 コ ー ス － 200 － 100 

Ｅ 類 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 100 100 － 100 

 （注１）＊印は，複数科目の合計配点を示す。 

 （注２）Ｅ類生涯スポーツコースの学力検査等は，「書類」の配点を示す。 

 （注３）Ａ類幼児教育コースの面接は，「面接（幼児教育課題を含む）」の配点を示す。 
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Ⅸ．国際バカロレア選抜 

 

 国際バカロレアのプログラムは，多様な文化の理解と尊重の精神を通じて，より良い，より平和な世界を築

くことに貢献する，探求心，知識，思いやりに富んだ人材の育成を目的としています。東京学芸大学では，この

国際バカロレア資格を取得した者は，次世代を支える人材養成を行う教師又は教育支援人材として卓越した適

性を有すると考え，国際バカロレア資格を取得した者を対象とする選抜を行います。 

 

１．出願資格 

 

 次の(1)及び(2)の要件を満たす者 

 

(1)  スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格

（International Baccalaureate Diploma）を取得した者又は令和８(2026)年３月 31 日までに取得見込みの者 

 ただし，取得見込みで出願し合格した者が令和８年３月 31 日までに資格取得ができない場合は，合格

を取り消す。 

(2)  日本語を母語とする者又は国際バカロレア資格の取得において日本語Ａ（ＳＬ）・日本語Ａ（ＨＬ）・日

本語Ｂ（ＨＬ）のいずれかを履修している者 

 

２．出願期間 

 

 令和７(2025)年 10 月１日（水）から同年 10 月７日（火）まで〔書留速達郵便・期間内必着〕 

 ただし，出願期間後に到着した場合は，10 月５日以前の発信局消印があり，かつ書留速達郵便により送付さ

れたものに限り受理します。 

 

３．選抜方法 

 

 大学入学共通テストを免除し，東京学芸大学入学試験の成績及び出願書類を総合して判定します。 
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Ⅸ．国際バカロレア選抜 

４．東京学芸大学入学試験の試験期日，出題教科・科目等及び配点 

 

(1) 試験期日 

令和７(2025)年 11 月 20 日（木） 

【Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース・Ｅ類生涯スポーツコースを除く全てのコース】 

令和７(2025)年 11 月 21 日（金） 

【Ａ類保健体育コース・Ｂ類保健体育コース・Ｅ類生涯スポーツコース】 

 

(2) 出題教科・科目等及び配点（出題教科・科目等は全て必須，100 点満点） 

 

課程 類・コース（ＰＧ：プログラム） 出題教科・科目等 配点 摘要 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

Ａ 類 国 語 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 社 会 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 数 学 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 理 科 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 美 術 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 保 健 体 育 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 家 庭 コ ー ス 面接試問 100  

Ａ 類 英 語 コ ー ス 面接試問 100 一部英語によるものを含む。 

Ａ類現代教育実践コース 

学校教育ＰＧ 面接試問 100  

学校心理ＰＧ 面接試問 100  

国際教育ＰＧ 面接試問 100  

Ａ 類 も の づ く り 技 術 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 国 語 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 社 会 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 数 学 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 理 科 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 美 術 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 保 健 体 育 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 家 庭 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 技 術 コ ー ス 面接試問 100  

Ｂ 類 英 語 コ ー ス 面接試問 100 一部英語によるものを含む。 

Ｂ 類 情 報 コ ー ス 面接試問 100  

Ｃ 類 面接試問 100  

教
育
支
援
課
程 

Ｅ 類 生 涯 学 習 ・ 文 化遺 産 教育 コ ー ス 面接試問 100  

Ｅ 類 カ ウ ン セ リ ン グ コ ー ス 面接試問 100  

Ｅ 類 多 文 化 共 生 教 育 コ ー ス 面接試問 100  

Ｅ 類 情 報 教 育 コ ー ス 面接試問 100  

Ｅ 類 生 涯 ス ポ ー ツ コ ー ス 面接試問 100  
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東 京 学 芸 大 学 教 育 学 部 

令和７(2025)年度 入試結果情報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度以前については本学「学部入試情報サイト」に掲載しています。 
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令和７年度入学者選抜における追試験について

 本学の令和７年度一般選抜（前期日程・後期日程），学校推薦型選抜，総合型選抜，国際バ
カロレア選抜，帰国生選抜，私費外国人留学生選抜について，追試験は実施していません。
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１．選抜経過表

令和７年度 教育学部入学者選抜試験（一般選抜）

男 女 男 女 a 男 女 b 男 女 c 男 女 d 男 女 a+c 男 女 b+d 男 女 男 女

前 50 97 38 59 1.9 95 37 58 56 24 32 53 23 30 56 24 32 53 23 30 53 23 30

　 後 10 139 50 89 13.9 41 11 30 10 0 10 9 0 9 10 0 10 9 0 9 9 0 9

前 50 100 66 34 2.0 99 66 33 54 39 15 53 39 14 54 39 15 53 39 14 53 39 14

　 後 20 87 52 35 4.4 30 17 13 20 8 12 17 6 11 20 8 12 17 6 11 17 6 11

前 50 105 61 44 2.1 103 60 43 54 30 24 52 28 24 54 30 24 52 28 24 52 28 24

　 後 15 67 34 33 4.5 26 13 13 15 8 7 14 7 7 15 8 7 14 7 7 14 7 7

前 60 85 49 36 1.4 83 49 34 70 40 30 69 39 30 70 40 30 69 39 30 69 39 30

　 後 10 77 42 35 7.7 17 7 10 10 2 8 9 2 7 10 2 8 9 2 7 9 2 7

前 15 22 1 21 1.5 22 1 21 16 1 15 16 1 15 16 1 15 16 1 15 16 1 15

　 後 5 38 8 30 7.6 16 3 13 5 1 4 5 1 4 5 1 4 5 1 4 5 1 4

15 前 15 25 3 22 1.7 25 3 22 18 1 17 17 1 16 18 1 17 17 1 16 17 1 16

30 前 30 67 38 29 2.2 63 35 28 32 15 17 32 15 17 32 15 17 32 15 17 32 15 17

12 前 12 28 2 26 2.3 28 2 26 14 1 13 13 1 12 14 1 13 13 1 12 13 1 12

8 前 8 15 7 8 1.9 15 7 8 9 4 5 9 4 5 9 4 5 9 4 5 9 4 5

前 15 29 9 20 1.9 29 9 20 17 3 14 14 3 11 17 3 14 14 3 11 14 3 11

　 後 5 47 7 40 9.4 14 0 14 6 0 6 6 0 6 6 0 6 6 0 6 6 0 6

15 前 15 28 9 19 1.9 28 9 19 17 3 14 17 3 14 17 3 14 17 3 14 17 3 14

12 前 12 16 3 13 1.3 16 3 13 14 3 11 14 3 11 14 3 11 14 3 11 14 3 11

17 前 17 38 22 16 2.2 37 21 16 20 12 8 18 11 7 20 12 8 18 11 7 18 11 7

7 前 7 9 5 4 1.3 9 5 4 9 6 3 9 6 3 9 6 3 9 6 3 9 6 3

幼児教育 16 前 16 49 3 46 3.1 48 3 45 18 2 16 17 2 15 18 2 16 17 2 15 17 2 15

前 372 713 316 397 1.9 700 310 390 418 184 234 403 179 224 0 0 0 0 0 0 418 184 234 403 179 224 403 179 224

　 後 65 455 193 262 7.0 144 51 93 66 19 47 60 16 44 0 0 0 0 0 0 66 19 47 60 16 44 60 16 44

15 前 15 43 13 30 2.9 43 13 30 17 4 13 15 3 12 17 4 13 15 3 12 15 3 12

前 20 51 40 11 2.6 50 39 11 23 21 2 21 19 2 23 21 2 21 19 2 21 19 2

　 後 5 76 57 19 15.2 27 16 11 5 5 0 4 4 0 5 5 0 4 4 0 4 4 0

前 20 38 32 6 1.9 35 30 5 23 21 2 22 20 2 23 21 2 22 20 2 22 20 2

　 後 5 35 30 5 7.0 9 8 1 5 5 0 4 4 0 5 5 0 4 4 0 4 4 0

前 35 71 45 26 2.0 67 42 25 38 28 10 38 28 10 38 28 10 38 28 10 38 28 10

　 後 5 58 31 27 11.6 18 6 12 5 2 3 5 2 3 5 2 3 5 2 3 5 2 3

15 前 15 32 6 26 2.1 32 6 26 16 4 12 16 4 12 16 4 12 16 4 12 16 4 12

12 前 12 27 9 18 2.3 25 9 16 14 4 10 14 4 10 14 4 10 14 4 10 14 4 10

12 前 12 26 20 6 2.2 22 17 5 15 12 3 15 12 3 15 12 3 15 12 3 15 12 3

8 前 8 33 2 31 4.1 33 2 31 9 1 8 9 1 8 9 1 8 9 1 8 9 1 8

7 前 7 18 9 9 2.6 17 9 8 9 5 4 7 4 3 1 0 1 1 0 1 10 5 5 8 4 4 8 4 4

8 前 8 21 10 11 2.6 21 10 11 9 4 5 9 4 5 9 4 5 9 4 5 9 4 5

16 前 16 32 4 28 2.0 31 4 27 17 3 14 16 3 13 17 3 14 16 3 13 16 3 13

15 前 15 27 21 6 1.8 27 21 6 19 14 5 17 12 5 19 14 5 17 12 5 17 12 5

前 183 419 211 208 2.3 403 202 201 209 121 88 199 114 85 1 0 1 1 0 1 210 121 89 200 114 86 200 114 86

　 後 15 169 118 51 11.3 54 30 24 15 12 3 13 10 3 0 0 0 0 0 0 15 12 3 13 10 3 13 10 3

32 前 32 65 13 52 2.0 64 12 52 34 5 29 34 5 29 34 5 29 34 5 29 34 5 29

6 前 6 12 0 12 2.0 11 0 11 7 0 7 7 0 7 7 0 7 7 0 7 7 0 7

前 593 1209 540 669 2.0 1178 524 654 668 310 358 643 298 345 1 0 1 1 0 1 669 310 359 644 298 346 644 298 346

　 後 80 624 311 313 7.8 198 81 117 81 31 50 73 26 47 0 0 0 0 0 0 81 31 50 73 26 47 73 26 47

計 673 1833 851 982 2.7 1376 605 771 749 341 408 716 324 392 1 0 1 1 0 1 750 341 409 717 324 393 717 324 393

理科

Ｂ
類

40

音楽

20

198

課
程

保健体育

家庭

技術

英語

美術

現代教育実践・
環境教育

社会

保健体育

家庭

英語

ものづくり技術

Ａ類　　計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

Ａ
類

理科

60

社会 70

数学 65

国語

美術

25

数学

現代教育実践・
学校教育

入学者数志願者数 志願
倍率

受験者数 合格者数 入学手続者数
追加合格者
数

追加入学手
続者数

合格者数合計
入学手続者数
合計

70

音楽

類 コース・プログラム
募集
人員

日
程

日程
別

募集
人員

20

現代教育実践・
学校心理

現代教育実践・
国際教育

学校教育教員
養成課程

合計
673

Ｂ類　　計

Ｄ類養護教育（計）

Ｃ類（計）

書道

情報

437

国語

25
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令和７年度 教育学部入学者選抜試験（一般選抜）

男 女 男 女 a 男 女 b 男 女 c 男 女 d 男 女 a+c 男 女 b+d 男 女 男 女

課
程

入学者数志願者数 志願
倍率

受験者数 合格者数 入学手続者数
追加合格者
数

追加入学手
続者数

合格者数合計
入学手続者数
合計類 コース・プログラム

募集
人員

日
程

日程
別

募集
人員

前 30 45 11 34 1.5 42 10 32 34 5 29 34 5 29 34 5 29 34 5 29 34 5 29

　 後 5 54 17 37 10.8 16 7 9 5 0 5 3 0 3 5 0 5 3 0 3 3 0 3

13 前 13 37 12 25 2.8 36 12 24 15 5 10 14 5 9 15 5 10 14 5 9 14 5 9

18 前 18 32 7 25 1.8 30 7 23 18 1 17 17 1 16 1 0 1 1 0 1 19 1 18 18 1 17 18 1 17

前 30 65 20 45 2.2 64 20 44 34 10 24 32 8 24 34 10 24 32 8 24 32 8 24

　 後 10 133 38 95 13.3 56 18 38 10 3 7 9 3 6 10 3 7 9 3 6 9 3 6

前 10 18 14 4 1.8 18 14 4 12 9 3 12 9 3 12 9 3 12 9 3 12 9 3

　 後 5 31 16 15 6.2 14 7 7 5 1 4 4 0 4 5 1 4 4 0 4 4 0 4

15 前 15 48 6 42 3.2 45 6 39 17 3 14 17 3 14 17 3 14 17 3 14 17 3 14

18 前 18 47 31 16 2.6 46 30 16 20 9 11 19 9 10 20 9 11 19 9 10 19 9 10

前 134 292 101 191 2.2 281 99 182 150 42 108 145 40 105 1 0 1 1 0 1 151 42 109 146 40 106 146 40 106

　 後 20 218 71 147 10.9 86 32 54 20 4 16 16 3 13 0 0 0 0 0 0 20 4 16 16 3 13 16 3 13

前 134 292 101 191 2.2 281 99 182 150 42 108 145 40 105 1 0 1 1 0 1 151 42 109 146 40 106 146 40 106

　 後 20 218 71 147 10.9 86 32 54 20 4 16 16 3 13 0 0 0 0 0 0 20 4 16 16 3 13 16 3 13

計 154 510 172 338 3.3 367 131 236 170 46 124 161 43 118 1 0 1 1 0 1 171 46 125 162 43 119 162 43 119

前 727 1501 641 860 2.1 1459 623 836 818 352 466 788 338 450 2 0 2 2 0 2 820 352 468 790 338 452 790 338 452

　 後 100 842 382 460 8.4 284 113 171 101 35 66 89 29 60 0 0 0 0 0 0 101 35 66 89 29 60 89 29 60

827 2343 1023 1320 2.8 1743 736 1007 919 387 532 877 367 510 2 0 2 2 0 2 921 387 534 879 367 512 879 367 512

○ 課程、専攻（類），コース・プログラム別の特別事項
(1) 前期日程において第2志望を認めるコース
　　　A類家庭コースとB類家庭コース，A類ものづくり技術コースとB類技術コース
(2) 後期日程において第2志望を認めるコース

A類社会コースとB類社会コース，A類数学コースとB類数学コース，A類理科コースとB類理科コース

　

令和7年度 教育学部入学者選抜試験（国費留学生）

実施なし

827総　合　計

Ｅ類

生涯学習・文化遺
産教育

情報教育
教
育
支
援
課
程

15

表現教育

教育支援課程
合計

154

生涯スポーツ

Ｅ類　　計 154

35

カウンセリング

ソーシャルワーク

多文化共生教育 40
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令和７年度 教育学部入学者選抜試験（特別選抜）

類

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国語 20 40 7 33 40 7 33 20 3 17 20 3 17

社会

数学

理科 15 10 4 6 10 4 6 9 4 5 9 4 5

音楽 5 16 1 15 16 1 15 5 1 4 5 1 4

美術 7 14 3 11 14 3 11 7 0 7 7 0 7 3 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1

保健体育 10 39 17 22 39 17 22 10 2 8 10 2 8

家庭 3 10 0 10 10 0 10 3 0 3 3 0 3

英語 7 10 2 8 10 2 8 7 1 6 7 1 6

現代教育実践・学校教育

現代教育実践・学校心理 5 23 7 16 23 7 16 5 1 4 5 1 4

現代教育実践・国際教育 3 16 3 13 16 3 13 3 0 3 3 0 3

現代教育実践・環境教育 3 8 7 1 8 7 1 3 2 1 3 2 1

ものづくり技術 2 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

幼児教育 4 20 0 20 20 0 20 4 0 4 4 0 4

計 76 184 44 140 184 44 140 70 12 58 70 12 58 12 26 9 17 26 9 17 10 4 6 10 4 6

国語 5 18 5 13 18 5 13 5 1 4 5 1 4

社会

数学

理科 5 17 10 7 17 10 7 5 4 1 5 4 1

音楽 5 30 7 23 30 7 23 5 2 3 5 2 3

美術 5 20 4 16 20 4 16 5 1 4 5 1 4 3 4 1 3 4 1 3 2 0 2 2 0 2

保健体育 4 28 12 16 28 12 16 4 2 2 4 2 2 4 20 14 6 20 14 6 4 1 3 4 1 3

家庭 2 11 4 7 10 3 7 2 1 1 2 1 1

技術 2 3 2 1 3 2 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0

英語 7 14 5 9 14 5 9 7 3 4 7 3 4

書道 4 16 0 16 16 0 16 4 0 4 4 0 4

情報 5 5 4 1 5 4 1 3 2 1 3 2 1

計 32 116 38 78 116 38 78 31 12 19 31 12 19 20 71 31 40 70 30 40 17 7 10 17 7 10

8 24 7 17 24 7 17 8 2 6 8 2 6

4 23 0 23 23 0 23 4 0 4 4 0 4

120 347 89 258 347 89 258 113 26 87 113 26 87 32 97 40 57 96 39 57 27 11 16 27 11 16

生涯学習・文化遺産教育

カウンセリング 7 22 3 19 22 3 19 7 1 6 7 1 6

ソーシャルワーク 2 14 1 13 14 1 13 2 0 2 2 0 2

多文化共生教育

情報教育

表現教育 5 14 0 14 14 0 14 5 0 5 5 0 5

生涯スポーツ 17 44 22 22 43 21 22 17 6 11 17 6 11

計 14 50 4 46 50 4 46 14 1 13 14 1 13 17 44 22 22 43 21 22 17 6 11 17 6 11

14 50 4 46 50 4 46 14 1 13 14 1 13 17 44 22 22 43 21 22 17 6 11 17 6 11

134 397 93 304 397 93 304 127 27 100 127 27 100 49 141 62 79 139 60 79 44 17 27 44 17 27総計

募
集
人
員

課
程

コース・プログラム

教
育
支
援
課
程

Ｅ
　
類

教育支援課程 合計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

Ａ
　
類

Ｂ
　
類

 Ｃ類（計）

 Ｄ類養護教育（計）

学校教育教員養成課程 合計

学校推薦型選抜 総合型選抜

募
集
人
員

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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類

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国語 2 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

家庭

英語

現代教育実践・学校教育

現代教育実践・学校心理 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0

現代教育実践・国際教育 2 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0

現代教育実践・環境教育

ものづくり技術

幼児教育 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

計 3 1 2 2 1 1 2 1 1 2 1 1 5 2 3 3 2 1 1 1 0 1 1 0

国語

社会 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

数学

理科

音楽 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

美術

保健体育

家庭

技術

英語

書道

情報

計 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

 Ｄ類 養護教育（計） 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

4 1 3 3 1 2 2 1 1 2 1 1 7 2 5 5 2 3 1 1 0 1 1 0

生涯学習・文化遺産教育

カウンセリング 3 1 2 3 1 2 0 0 0 0 0 0

ソーシャルワーク

多文化共生教育 7 5 2 6 4 2 2 1 1 2 1 1

情報教育 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0

表現教育 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生涯スポーツ

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 7 5 10 6 4 3 2 1 2 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 7 5 10 6 4 3 2 1 2 1 1

4 1 3 3 1 2 2 1 1 2 1 1 19 9 10 15 8 7 4 3 1 3 2 1総計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

Ａ
　
類

Ｂ
　
類

 Ｃ類(計)

学校教育系合計

教
育
支
援
課
程

Ｅ
　
類

教育支援系合計

課
程

コース・プログラム

帰国生選抜 私費外国人留学生選抜

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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類

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国語 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1

社会 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1

数学

理科

音楽

美術

保健体育

家庭

英語

現代教育実践・学校教育 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

現代教育実践・学校心理

現代教育実践・国際教育

現代教育実践・環境教育

ものづくり技術

幼児教育

計 2 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 2 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0

国語 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

家庭

技術

英語

書道

情報

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0

1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1

 Ｄ類 養護教育（計）

3 0 3 3 0 3 3 0 3 3 0 3 2 1 1 2 1 1 1 1 0 1 1 0

生涯学習・文化遺産教育

カウンセリング

ソーシャルワーク

多文化共生教育

情報教育

表現教育

生涯スポーツ

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 3 3 0 3 3 0 3 3 0 3 2 1 1 2 1 1 1 1 0 1 1 0

高大接続プログラム

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

教
育
支
援
課
程

Ｅ
　
類

教育支援課程合計

総計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

Ａ
　
類

Ｂ
　
類

 Ｃ類(計)

学校教育教員養成課程合計

課
程

コース・プログラム

国際バカロレア選抜

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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２．令和７年度学部入学者選抜試験(一般選抜)合格者最高点・最低点・平均点

合計点
大学入学

共通テスト
東京学芸
大学試験

前      50      56   1,151     957   1,009     1,450     1,000       450

　後      10      10   1,417   1,267   1,315     1,650     1,200       450

前      50      54   1,070     957     996     1,330     1,000       330

　後      20      20   1,078     967   1,011     1,300     1,000       300

前      50      54   1,079     808     893     1,500     1,000       500

　後      15      15   1,632   1,269   1,387     1,750     1,400       350

前      60      70   1,301     763     948     1,440     1,000       440

　後      10      10   1,123     995   1,063     1,400     1,000       400

前      15      16   1,056     889     953     1,240       800       440

　後       5       5  -  -  -     1,100       800       300

美術  15 前      15      18     892     744     815     1,185       800       385

保健体育  30 前      30      32     958     840     884     1,200       800       400

家庭  12 前      12      14     970     840     886     1,300     1,000       300

英語   8 前       8       9  -  -  -     1,500     1,000       500

前      15      17   1,129     920     989     1,300     1,000       300

　後       5       6  -  -  -     1,300     1,000       300

現代教育実践・学校心理  15 前      15      17   1,158     939   1,049     1,350     1,000       350

現代教育実践・国際教育  12 前      12      14   1,288     981   1,084     1,450     1,000       450

現代教育実践・環境教育  17 前      17      20     960     857     901     1,330       900       430

ものづくり技術   7 前       7       9  -  -  -     1,550     1,150       400

幼児教育  16 前      16      18   1,290   1,100   1,175     1,500     1,000       500

国語  15 前      15      17   1,838   1,581   1,670     2,300     1,000     1,300

前      20      23   1,167   1,019   1,084     1,330     1,000       330

　後       5       5  -  -  -     1,300     1,000       300

前      20      23   1,834   1,136   1,389     2,300     1,200     1,100

　後       5       5  -  -  -     1,750     1,400       350

前      35      38   1,831   1,456   1,557     2,100     1,000     1,100

　後       5       5  -  -  -     1,400     1,000       400

音楽  15 前      15      16   1,901   1,645   1,745     2,100     1,000     1,100

美術  12 前      12      14   1,205   1,091   1,149     1,500       800       700

保健体育  12 前      12      15     967     839     880     1,200       800       400

家庭   8 前       8       9  -  -  -     1,300     1,000       300

技術   7 前       7       9  -  -  -     1,550     1,150       400

英語   8 前       8       9  -  -  -     1,650     1,100       550

書道  16 前      16      17   1,420   1,182   1,286     2,000       800     1,200

情報  15 前      15      19     983     811     873     1,550     1,100       450

課
程

類 コース・プログラム

理科

数学

理科

社会

現代教育実践・学校教育  20

 65

 70

Ｂ
　
　
　
　
類

数学  25

配点

国語  60

社会  70

合格者数 最高点 最低点 平均点
日程別
募集
人員

日程
募集
人員

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

 40

 25

Ａ

類

音楽  20
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合計点
大学入学

共通テスト
東京学芸
大学試験

配点
合格者数 最高点 最低点 平均点

日程別
募集
人員

日程
募集
人員

課
程

類 コース・プログラム

 32 前      32      34     873     761     812     1,200       900       300

Ｄ
類

養護教育   6 前       6       7  -  -  -     1,400     1,000       400

前      30      34   1,133     847     996     1,500     1,000       500

　後       5       5  -  -  -     1,300     1,000       300

カウンセリング  13 前      13      15   1,165   1,026   1,084     1,400     1,000       400

ソーシャルワーク  18 前      18      18   1,171   1,066   1,112     1,500     1,000       500

前      30      34   1,338   1,139   1,213     1,600     1,100       500

　後      10      10   1,375   1,260   1,297     1,600     1,100       500

前      10      12   1,054     762     867     1,650     1,100       550

　後       5       5  -  -  -     1,600     1,300       300

表現教育  15 前      15      17   2,254   1,880   2,037     2,800     1,400     1,400

生涯スポーツ  18 前      18      20   1,202     978   1,066     1,400       800       600

※合格者が10名に満たないコース・プログラム（日程別）の最高点・最低点・平均点は公表しない。
　平均点は，小数第1位を四捨五入した。
  合格者には，追加合格者を含まない。

Ｃ 類
学
校
教
育
教
員

養
成
課
程

教
育
支
援
課
程

 15

Ｅ
類

生涯学習・文化遺産教育  35

多文化共生教育  40

情報教育
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上段基準点  下段配点

前期日程

国語 数学① 数学② 外国語 情報 計
(注)3 (注)3 (注)4 (注)3

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 国語192，小論文25

200 100 100 200 100 1,000 国語400，小論文50

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 地歴・公民60，小論文6

200 100 100 200 100 1,000 地歴・公民から１科目選択300，小論文30

40 20 ― 20 20 20 20 40 20 400 数学45，小論文8

200 100 100 200 100 1,000 数学450，小論文50

40 20 ― 20 20 20 20 40 20 400 理科各40，小論文8

200 100 100 200 100 1,000 理科２科目選択各200，小論文40

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 300 音楽実技150，共通試験90，面接24

200 100 ― 200 100 800 音楽実技250，共通試験150，面接40

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 300 美術実技175，面接21

200 100 ― 200 100 800 美術実技350，面接35

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 320 体育実技20，面接60

200 100 ― 200 100 800 体育実技200，面接200

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 120

200 100 100 200 100 1,000 300

40 *20 *20 20 20 *20 *20 60 20 400 英語270，面接35

200 100 100 200 100 1,000 英語450，面接50

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 150

200 100 100 200 100 1,000 300

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 105

200 100 100 200 100 1,000 350

60 *30 *30 20 20 *20 *20 60 30 400 248

200 100 100 200 100 1,000 450

40 20 ― 20 20 20 ― 40 20 360 地歴・公民80又は理科各40，小論文8

200 100 100 200 100 900
地歴・公民から１科目(400)又は
理科から２科目(各200)選択，小論文30

20 10 ― 15 15 10 10 20 15 460 200

200 150 150 200 150 1,150 400

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 200

200 100 100 200 100 1,000 500(幼児教育課題を含む)

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 国語588，小論文58

200 100 100 200 100 1,000 国語1,200，小論文100

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 地歴・公民60，小論文6

200 100 100 200 100 1,000 地歴・公民から１科目選択300，小論文30

40 20 ― 40 40 20 20 40 20 480 数学100，小論文15

200 200 200 200 100 1,200 数学1,000，小論文100

40 20 ― 20 20 20 20 40 20 400 理科各100，小論文20

200 100 100 200 100 1,000 理科２科目選択各500，小論文100

60 *20 *20 *20 ― *20 ― 60 20 380 音楽実技497，共通試験180，面接60

300
*0

又は
100

― 300 100 1,000 音楽実技700，共通試験300，面接100

40 *10 *10 *10 ― *10 ― 20 20 250 美術実技300，面接120

200
*0

又は
100

― 200 100 800 美術実技500，面接200

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 320 体育実技20，面接60

200 100 ― 200 100 800 体育実技200，面接200

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 120

200 100 100 200 100 1,000 300

20 10 ― 15 15 20 20 20 15 460 200

200 150 150 200 150 1,150 400

40 *20 *20 20 20 *20 *20 100 20 440 英語300，面接35

200 100 100 300 100 1,100 英語500，面接50

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 320 国語84，書道実技300，小論文70

200 100 ― 200 100 800 国語400，書道実技600，小論文200

40 20 ― 20 20 20 20 40 40 440 数学1，面接30

200 100 100 200 200 1,100 数学400，面接50

課
程

英語
*100又は200 *100又は200

保健体育

Ｂ
類

国語
*100又は200 *100又は200

社会
*100又は200 *100又は200

数学

100 100

*100又は200

３．令和７年度学部入学者選抜試験基準点・配点一覧表

類 コース・プログラム

大学入学共通テスト

保健体育
100 100

家庭
*100又は200 *100又は200

音楽
100 100

美術
100 100

Ａ
類

理科
100 200

現代教育実践・
学校心理 *100又は200 *100又は200

現代教育実践・
国際教育

東京学芸大学入学試験

国語
*100又は200 *100又は200

社会
*100又は200 *100又は200

数学
100 200

地理歴史
公民
(注)3

理科
(注)3

現代教育実践・
環境教育 100 100学

校
教
育
教
員
養
成
課
程

*100又は200 *100又は200

英語
*100又は200 *100又は200

現代教育実践・
学校教育 *100又は200 *100又は200

100 100

家庭

ものづくり技術
100 200

100 200

技術
100 200

*100又は200

幼児教育
*100又は200 *100又は200

*100又は200

*100又は200

理科
100 200

音楽
*0又は100

美術
*0又は100

情報
100 200

書道
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前期日程

国語 数学① 数学② 外国語 情報 計
(注)3 (注)3 (注)4 (注)3

課
程

類 コース・プログラム

大学入学共通テスト

東京学芸大学入学試験
地理歴史

公民
(注)3

理科
(注)3

40 20 ― 20 20 20 ― 40 20 360 小論文48，面接45

200 100 100 200 100 900 小論文150，面接150

40 20 ― 20 20 20 20 40 20 400 小論文180，面接60

200 100 100 200 100 1,000 小論文300，面接100

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 175

200 100 100 200 100 1,000 500

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 244

200 100 100 200 100 1,000 400

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 380 250

200 100 100 200 100 1,000 500

40 *20 *20 20 20 *20 *20 60 20 220 145

200 100 100 300 100 1,100 500

40 20 ― 20 20 20 20 40 40 440 数学1，面接30

200 100 100 200 200 1,100 数学500，面接50

30 *10 *10 10 10 *10 *10 50 10 140 770

300 100 100 500 100 1,400 1,400

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 320 書類30，面接90

200 100 ― 200 100 800 書類300，面接300

(注) 1．入試配点（下段）に対する基準点（上段）である。

 　数学①⇒「数学Ⅰ，数学A」，「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

 　数学②⇒「数学Ⅱ，数学B，数学C」，「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」，「旧簿記・会計」，「旧情報関係基礎」

　 理科⇒「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎（出題範囲から２つを選択解答）」，「物理」，「化学」，「生物」，「地学」

　 情報⇒「情報Ⅰ」，「旧情報」

○合否判定基準について

   本学では，大学入学共通テストの科目の得点及び合計得点と，東京学芸大学入学試験の科目の得点のうち，１科目でも本学の定めた基準点に達していな
い場合は，総合得点の如何にかかわらず不合格とする制度を採用している。

   本学が指定した東京学芸大学入学試験の指定の教科・科目等を１つでも受験しなかった場合は，選抜の対象から除外する。

○この一覧表は，令和７年度学部入学者選抜試験（一般選抜）の基準点であり，令和８年度学部入学者選抜試験の基準点については，あらためて定めることに
　 なる。

教
育
支
援
課
程

Ｄ
類

養護教育
100

Ｅ
類

生涯学習・文化遺
産教育 *100又は200 *100又は200

生涯スポーツ
100 100

*100又は200

多文化共生教育
*100又は200 *100又は200

情報教育
100 200

カウンセリング
*100又は200 *100又は200

ソーシャルワーク
*100又は200

表現教育
*100又は200 *100又は200

4. 外国語において「英語」を受験した場合，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計を，配点比率１対１のまま本表の配点に換算する。
　　ただし，大学入試センターの受験上の配慮によりリスニングの受験が免除されている者については，リーディングの得点を本表の配点に換算する。

3．地理歴史，公民⇒「地理総合，地理探究」，「歴史総合，日本史探究」，「歴史総合，世界史探究」，
　　　　　　　　　　　　　  「地理総合／歴史総合／公共（出題範囲から２つを選択解答）」，　「公共，倫理」，「公共，政治・経済」，
　　　　　　　　　　　　　  「旧世界史Ｂ」，「旧日本史Ｂ」，「旧地理Ｂ」，「旧現代社会」，「旧倫理，旧政治・経済」

学
校
教
育
教

員
養
成
課
程

Ｃ 類
100 100

2．大学入学共通テストの ＊印付きは，選択教科・科目を示す。「*0又は100」については，科目を選択しない場合は0，１科目選択の場合は100とし，
　  「＊100又は200」については，１科目選択の場合は100，２科目選択の場合は200とする。

200
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上段基準点  下段配点

後期日程

国語 数学① 数学② 外国語 情報 計
(注)3 (注)3 (注)4 (注)3

80 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 480 315

400 100 100 200 100 1,200 450

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 60

200 100 100 200 100 1,000 300

40 20 ― 60 60 20 20 40 20 560 140

200 300 300 200 100 1,400 350

40 20 ― 20 20 20 20 40 20 400 160

200 100 100 200 100 1,000 400

40 20 ― 20 ― 20 ― 40 20 300 音楽実技156，面接24

200 100 ― 200 100 800 音楽実技260，面接40

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 150

200 100 100 200 100 1,000 300

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 60

200 100 100 200 100 1,000 300

40 20 ― 60 60 20 20 40 20 560 140

200 300 300 200 100 1,400 350

40 20 ― 20 20 20 20 40 20 400 160

200 100 100 200 100 1,000 400

40 *20 *20 20 20 *20 *20 40 20 400 120

200 100 100 200 100 1,000 300

40 *20 *20 20 20 *20 *20 60 20 220 250

200 100 100 300 100 1,100 500

40 20 ― 40 40 20 20 40 40 520 150

200 200 200 200 200 1,300 300

(注) 1．入試配点（下段）に対する基準点（上段）である。

 　数学①⇒「数学Ⅰ，数学A」，「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」

 　数学②⇒「数学Ⅱ，数学B，数学C」，「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」，「旧簿記・会計」，「旧情報関係基礎」

　 理科⇒「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎（出題範囲から２つを選択解答）」，「物理」，「化学」，「生物」，「地学」

　 情報⇒「情報Ⅰ」，「旧情報」

○合否判定基準について

類

Ａ
類

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

コース・プログラム

社会

数学

理科

課
程

現代教育実践・
学校教育

音楽

100 200

100 200

国語

社会

数学

理科

東京学芸大学入学試験

*100又は200 *100又は200

*100又は200 *100又は200

大学入学共通テスト

地理歴史
公民 理科
(注)3 (注)3

100 100

100 200

3．地理歴史，公民⇒「地理総合，地理探究」，「歴史総合，日本史探究」，「歴史総合，世界史探究」，
　　　　　　　　　　　　　  「地理総合／歴史総合／公共（出題範囲から２つを選択解答）」，　「公共，倫理」，「公共，政治・経済」，
　　　　　　　　　　　　　  「旧世界史Ｂ」，「旧日本史Ｂ」，「旧地理Ｂ」，「旧現代社会」，「旧倫理，旧政治・経済」

100 200

*100又は200 *100又は200

*100又は200 *100又は200

Ｂ
類

4. 外国語において「英語」を受験した場合，リーディング（100点満点）とリスニング（100点満点）の合計を，配点比率１対１のまま本表の配点に換算する。
　　ただし，大学入試センターの受験上の配慮によりリスニングの受験が免除されている者については，リーディングの得点を本表の配点に換算する。

   本学では，大学入学共通テストの科目の得点及び合計得点と，東京学芸大学入学試験の科目の得点のうち，１科目でも本学の定めた基準点に達していな
い場合は，総合得点の如何にかかわらず不合格とする制度を採用している。

○この一覧表は，令和７年度学部入学者選抜試験（一般選抜）の基準点であり，令和８年度学部入学者選抜試験の基準点については，あらためて定めることに
　 なる。

*100又は200 *100又は200

100 200

Ｅ
類

生涯学習・文化遺
産教育

多文化共生教育

情報教育

*100又は200 *100又は200

   本学が指定した東京学芸大学入学試験の指定の教科・科目等を１つでも受験しなかった場合は，選抜の対象から除外する。

教
育
支
援
課
程

2．大学入学共通テストの ＊印付きは，選択教科・科目を示す。  「＊100又は200」については，１科目選択の場合は100，２科目選択の場合は200とする。
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４．令和７年度学校推薦型選抜　配点・基準点一覧表

課程 専攻（ 類 ） コース・プログラム 面　接 小論文 実技試験 書類

100 70 - -
180 120 - -
60 60 - -
150 150 - -
60 60 60 -
100 100 100 -
50 50 25 15
100 100 50 50
40 40 - -
100 200 - -
70 100 - -
100 200 - -
20 25 - -
200 100 - -
140 65 - -
200 100 - -
100 100 - -
150 150 - -
100 50 - -
200 100 - -
120 70 - -
180 120 - -
60 60 - -
150 150 - -
60 60 60 -
100 100 100 -
50 50 50 -
100 100 100 -
100 100 - -
150 150 - -
70 100 - -
100 200 - -
60 50 40 -
100 100 100 -
40 30 - -
150 150 - -
70 70 - -
150 150 - -
66 34 - -
200 100 - -
50 100 - -
100 200 - -
120 60 - -
200 100 - -

（注） 入試配点（下段）に対する基準点（上段）である。

○合否判定基準について

　本学では，面接，小論文，実技試験等の得点が，本学の定めた基準点に達していない場合は不合格とする制度を採用している。

○この一覧表は，令和７年度学部入学者選抜試験（学校推薦型選抜）の基準点であり，令和８年度学部入学者選抜試験の基準点に
ついては，あらためて定めることになる。

　特別支援教育専攻（Ｃ類）

　養護教育専攻（Ｄ類） 養護教育

教育支援専攻（Ｅ類）

表現教育

ソーシャルワーク

カウンセリング

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

教
育
支
援
課
程

中等教育専攻（Ｂ類）

国語

美術

保健体育

技術

英語

書道

上段基準点　　下段配点

理科

現代教育実践・学校心理

理科

初等教育専攻（Ａ類）

国語

美術

保健体育

家庭

英語

現代教育実践・国際教育

ものづくり技術

幼児教育
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５．令和７年度総合型選抜　配点・基準点一覧表

〔第一次選考〕

課程 専攻（ 類 ） コース・プログラム 入学希望理由書 活動報告書 学修計画書

24 24 12
40 40 20
20 20 10
40 40 20
10 10 5
40 40 20

40 40 20
24 24 12
40 40 20
20 20 10
40 40 20
15 4 5
40 40 20
10 10 5
40 40 20
20 20 10
40 40 20
20 20 10
40 40 20

15 4 5

40 40 20

〔第二次選考〕

課程 専攻（ 類 ） コース・プログラム 面　接 小論文 適性検査

48 72 60
80 120 100
60 60 60
100 100 100
100 40 -
200 100 -

-
150 - 150
48 60 72
80 100 120
60 60 60
100 100 100
100 50 -
200 100 -
80 20 -
200 100 -
100 - 100
150 - 150
100 50 -
200 100 -

100 50 -

200 100 -

（注） 入試配点（下段）に対する基準点（上段）である。

○合否判定基準について

美術

保健体育

家庭

技術

情報

上段基準点　　下段配点

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育専攻（Ａ類）

音楽

美術

現代教育実践・環境教育

ものづくり技術

中等教育専攻（Ｂ類）

音楽

美術

保健体育

家庭

技術

情報

　本学では，出題教科・科目等の得点が，本学の定めた基準点に達していない場合は不合格とする制度を採用している。

○この一覧表は，令和７年度学部入学者選抜試験（総合型選抜）の基準点であり，令和８年度学部入学者選抜試験の基準点については，あら
ためて定めることになる。

教
育
支
援
課
程

教育支援専攻（Ｅ類） 生涯スポーツ

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育専攻（Ａ類）

音楽

美術

現代教育実践・環境教育

教
育
支
援
課
程

教育支援専攻（Ｅ類） 生涯スポーツ

ものづくり技術

中等教育専攻（Ｂ類）

音楽
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